
障害者と雇用

令和７年4月25日発行・毎月1 回25日発行・通巻第571号　ISSN 0386-0159

「りんごの摘
てき

花
か

をする農家さん」青森県・米
よ

内
ない

山
やま

愛
まな

夏
か

さん

5 月号
独立行政法人

高齢･障害･求職者雇用支援機構（JEED）
Japan Organization for Employment of the Elderly, Persons with Disabilities and Job Seekers

No.5712025  5

グ ラ ビ ア「やりがいのある仕事」多様な人材が活躍する職場で働く
株式会社グローバル・クリーン（宮崎県）

編集委員が行く 作業療法士による就労移行支援と職場定着支援
株式会社リニエR（東京都）、リニエワークステーション中野（東京都）

職 場 ル ポ 当事者目線の配慮と相互理解、だれもが活躍できる職場に
株式会社堀場製作所（京都府）

ユニバーサル就労とダイバーシティ
社会福祉法人生活クラブ風の村 特別常任顧問　池田徹さん

この人を訪ねて



島 雄介
（特定非営利活動法人障害者アート支援工房COCOPELLI）

富山空港

島 雄介（しま・ゆうすけ）
1991（平成3）年生まれ。
2010年	 「この素晴らしき世界　丸木スマとアール・ブリュット」西田美術館
2012年	 個展「でじゃぶ」北日本新聞ギャラリー
2018年	 個展「らんどすけいぷ」射水市大島絵本館
2021（令和3）年	「beのコトと人とこの美」南砺市立福光美術館
2023年	 	「NOMAMA	to	GAMAMA～氷見のアール・ブリュット展～」氷見市芸術文化館
2025年	 	「真柄ふれ愛アール・ブリュット展　アートでつむぐ復興の街道」新潟市民芸術文化会館

　プラレール遊びが好きだった子ども時代から、乗り物や町の風景に強い関心がありました。
絵を描いて楽しむようになってからは、家族と出かけるなどして、実際に訪れた場所、見た
風景を思い出しながら描くことがあたり前になっていきました。独特の視点から構成し直さ
れた記憶の風景は、遠近法から解放され、いくつかの視点で見た景色が組み合わされたりし
ています。ときには、観に行った映画館のスクリーンも風景として描くなど、絵日記のよう
です。それらは、優しくていねいに重ねられた色鉛筆の色で、ほのぼのとした空気を漂わせ
ています。現在は企業で働きながらスケッチブックなどに毎日少しずつ描き、２週間にスケッ
チブック1冊、A1サイズ１枚のペースで描き続けています。
� （文：特定非営利活動法人障害者アート支援工房C

コ コ ペ リ

OCOPELLI　米
よね

田
だ

昌
まさ

功
のり

）

画材：色鉛筆、マーカー、画用紙／サイズ：106cm×77cm



障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。
�（https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html）

2025年�５月号

目次
NO.571

職 場 ル ポ
当事者目線の配慮と相互理解、だれもが活躍できる職場に
株式会社堀場製作所（京都府）
文：豊浦美紀／写真：官野�貴

4

クローズアップ
障害者雇用率向上へのヒント
第２回　人的資本経営と障害者雇用�～企業成長を加速させる新たな視点～

10

編集委員が行く
作業療法士による就労移行支援と職場定着支援
株式会社リニエR（東京都）、リニエワークステーション中野（東京都）
編集委員　八重田�淳

20

研究開発レポート
第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会　Part２
パネルディスカッション
Ⅰ「職場でのコミュニケーションの課題について考える」
Ⅱ「障害者就労支援を支える専門人材を育てる�～福祉と雇用の切れ目のない支援に向けて～」

28

省 庁 だ よ り
令和７年度�予算の概要（障害者雇用施策関係部分の抜粋版）
厚生労働省�職業安定局

26

心 の ア ー ト
富山空港
作者：島�雄介（特定非営利活動法人障害者アート支援工房COCOPELLI）

前頁

「やりがいのある仕事」多様な人材が活躍する職場で働く
株式会社グローバル・クリーン（宮崎県）
写真／文：官野�貴

15
グ ラ ビ ア

JEEDインフォメーション
国立職業リハビリテーションセンター　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター　訓練生募集のお知らせ／
令和７年度「地方アビリンピック」開催地一覧／
作品募集�令和７年度　絵画コンテスト�働くすがた�～今そして未来～・写真コンテスト�職場で輝く障害者�～今その瞬間～

12

エ ッ セ イ
障害のある人の地域生活支援について
第１回　「合理的配慮」はだれのため？
日本社会事業大学社会事業研究所�客員教授　曽根直樹

19

この人を訪ねて
ユニバーサル就労とダイバーシティ
社会福祉法人生活クラブ風の村�特別常任顧問��池田�徹さん

2

「遠足で体験したりんご園での摘花を題材にしました。摘花の仕方を教えてもらった通り、一つだけ残した真ん
中の大きな花を強調したり、農家の方の日焼けした肌を思い出しながら、印象に残っている姿に近くなるよう
色を工夫したりして描きました。絵や工作が好きなので、好きなことで受賞できとてもうれしかったです」

（令和６年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 小学生の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）

表紙絵の説明

国立職業リハビリテーションセンター　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター　オープンキャンパスのご案内

掲示板・次号予告
32

編集委員のひとこと
31

ニュースファイル
30



「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
」
の
取
組
み

―
―
池
田
さ
ん
た
ち
が
社
会
福
祉
法
人
生
活
ク
ラ
ブ
風

の
村
（
以
下
、「
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
」）
で
取
り
組
ん

で
き
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
支
援
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

池
田　

も
と
も
と
私
が
長
年
か
か
わ
っ
て
き
た
「
生
活

ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
千
葉
」は
１
９
９
４（
平
成
６
）年
、

全
国
の
地
域
生
協
に
先
駆
け
て
訪
問
介
護
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
１
９
９
８
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
た
す
け
あ

い
倶
楽
部
を
設
立
し
、
２
０
０
０
年
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
風
の
村
」
を
開
設
。
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
０
０
６
年
ご
ろ
、
千
葉
県
市
川
市
内
に
で

き
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
な
ら
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
、
自
治
会
長
さ
ん

た
ち
と
考
え
た
事
業
の
一
つ
と
し
て
生
み
出
し
た
の
が「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
」
で
す
。
地
域
の
障
害
の
あ
る
人
や

引
き
こ
も
り
の
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
を
含
め
「
働
き
づ
ら

さ
を
抱
え
た
人
」を
職
場
に
迎
え
入
れ
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。

　

具
体
的
に
行
っ
た
の
は
、マ
ッ
チ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
老
人
ホ
ー
ム
内
の
仕
事
・
作
業
を
切
り
出
し

て
メ
モ
に
書
き
出
し
、
各
支
援
団
体
が
集
ま
っ
た
会
場

の
壁
に
張
り
出
す
。
そ
し
て
担
当
者
は
、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
で
き
そ
う
な
仕
事
に

〇
を
つ
け
ま
す
。
後
日
、支
援
団
体
と
個
別
に
話
し
合
い
、

必
要
に
応
じ
て
利
用
者
の
就
業
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
私
た
ち
で
施
設
な
ど
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
き

に
は
同
様
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

障
害
は「
働
き
づ
ら
さ
」で
考
え
る
べ
き

―
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
は
、
ほ
か
の
団
体
や
自
治
体

で
も
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

池
田　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
を
中
心
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
自
治
体
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就

労
の
推
進
条
例
を
２
０
１
７
年
に
制
定
し
た
、
静
岡
県

富
士
市
や
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
、
岩
手
県
陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
２
０
１
５
年
施
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
で
は
、
相
談
業
務
と
い
う
形
で
就
労
支
援
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
盛
り
込
ま
れ
た
就
労
訓

練
事
業
（
中
間
的
就
労
）
は
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で

き
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
事
業
の
実
績
が
大
き
か
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
相
談
者
は
、

履
歴
書
の
書
き
方
を
教
え
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
紹
介
す

れ
ば
就
職
で
き
る
と
い
う
人
が
非
常
に
少
な
く
、「
働
き

づ
ら
さ
は
障
害
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」
と
い
う
認

識
も
社
会
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

ユニバーサル就労と
ダイバーシティ
社会福祉法人生活クラブ風の村 特別常任顧問
池田 徹さん
いけだ とおる　1951（昭和26）年、富山県生まれ。1971年、生活クラブ生活協同組合東京に入職。
1976年、生活クラブ生活協同組合千葉設立にかかわり、1995（平成７）年に理事長就任。1998年、
社会福祉法人生活クラブ風の村設立、理事長就任。2022（令和４）年から社会福祉法人生活クラ
ブ風の村特別常任顧問。公益社団法人ユニバーサル志縁センター代表理事、一般社団法人ダイバー
シティ就労支援機構監事。
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私
は
現
在
、
有
識
者
ら
で
つ
く
る
「
一
般
社
団
法
人

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
就
労
支
援
機
構
」
で
、
障
害
の
あ
る

人
の
ほ
か
就
労
困
難
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ
な
が
る
調

査
研
究
・
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
活
動
で
訴
え
て
い
る
の
は
、
障
害
は
「
社
会
モ
デ
ル
」

で
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
は
「
医
療

モ
デ
ル
」
で
障
害
者
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
働
き
づ

ら
さ
と
い
う
の
は
障
害
の
程
度
区
分
と
必
ず
し
も
一
致

し
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
私
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
一
級
障
害
者
で

す
が
、
移
動
手
段
や
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
就
労
困
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
級
な
の
は
医
療
モ

デ
ル
だ
か
ら
で
す
。
障
害
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
は
個
々

の
抱
え
る
事
情
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
は
ず
で
す
。

私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
働
き
づ
ら
さ
指
数
」、「
働

き
づ
ら
さ
程
度
区
分
」
と
い
っ
た
基
準
も
検
討
し
、
社

会
モ
デ
ル
や
制
度
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
を
目
ざ
し

て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
質
を
問
う

―
―
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
何

で
し
ょ
う
か
。

池
田　

い
ま
日
本
の
企
業
は
人
手
不
足
で
す
よ
ね
。
中

小
企
業
は
特
に
深
刻
で
す
。
企
業
側
は
、
働
き
づ
ら
い

人
を
な
ん
と
か
雇
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、

企
業
の
存
続
を
か
け
て
職
場
に
迎
え
入
れ
る
仕
組
み
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
分
野
が
に
な
っ
て
き
た
就
労
支
援
で

す
が
、
企
業
側
が
も
っ
と
か
か
わ
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
福
祉
と
労
働
を
融
合
し
た
、
総
合
的
な
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
で
は
以
前
、
雇
用
率
達

成
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
調
査
事
業
を
行
い
総
括
し

ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
か
ら
、
雇
用
率
達
成
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
、
農
場
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
「
場
所
貸
し
型
」

と
、
職
場
に
指
導
員
ら
も
一
緒
に
派
遣
す
る
「
支
援
型
」

が
あ
り
、
私
自
身
は
、
支
援
型
に
一
部
賛
成
で
す
。
法

定
雇
用
率
を
達
成
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
も
し
特
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

を
雇
用
し
、
き
ち
ん
と
職
場
に
迎
え
入
れ
た
い
と
い
う

企
業
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
し
た
ら
、
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
指
導
員
ら
が
派
遣
さ
れ
支
援
を
す
る
形
は
、
一

つ
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
と
考
え
ま
す
。

　

生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
で
は
、
重
症
心
身
障
害
（
※
）
の

あ
る
人
の
雇
用
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
彼
ら
を
社
員

研
修
の
講
師
と
し
て
企
業
な
ど
に
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
学
校
や
公
民
館
の
依
頼
で
福
祉
に
関

す
る
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
事
者
が
話
し
た

ほ
う
が
、
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
影
響
も
は
る
か
に
大

き
い
。
昨
年
、
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
の
新
人
職
員
60
人

に
「
こ
れ
ま
で
重
症
心
身
障
害
者
に
出
会
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
た
っ
た
４
人
で
し
た
。
福

祉
を
志
す
人
で
さ
え
60
分
の
４
で
す
か
ら
、
一
般
の
人

は
も
っ
と
少
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
不
幸

な
こ
と
で
す
。「
す
べ
て
の
人
た
ち
に
生
き
る
意
味
が
あ

る
こ
と
」
を
、
実
体
験
を
も
っ
て
社
員
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、企
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
専
門
性
を
持
つ
福
祉
的
な
事

業
所
と
、
製
造
・
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
が
一
緒

に
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
体
制
を
つ
く
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
欧
州
に
は
同
様
の
仕
組
み
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
法
定
雇
用
率
に
算

定
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

前
提
と
し
て
は
、
現
状
の
よ
う
な
人
数
と
い
う
量
だ
け

で
な
く
、
例
え
ば
、
実
際
ど
ん
な
ふ
う
に
働
い
て
障
害

者
雇
用
促
進
法
で
い
う
「
能
力
開
発
」
が
な
さ
れ
て
い

る
か
、
質
を
問
う
形
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

一
概
に
ど
う
い
う
働
き
方
が
よ
い
と
か
悪
い
と
か
よ

り
も
、
大
切
な
の
は
、
や
は
り
本
人
が
選
択
権
を
持
っ

て
働
け
る
か
ど
う
か
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え

た
働
き
づ
ら
い
人
た
ち
が
、
主
体
的
に
安
心
し
て
働
け

る
環
境
で
、
持
て
る
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
目
ざ
す
べ
き
障
害
者
雇
用
で
あ
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

※重症心身障害…重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態

働く広場  2025.5働く広場  2025.53 2
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★�本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社堀場製作所様のご意向に�
より「障がい」としています

（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

当事者目線の配慮と相互理解、
だれもが活躍できる職場に

― 株式会社堀場製作所（京都府） ―
1700人以上が働く機器メーカーでは、多様な配慮・工夫と相互理解の推進によって、

だれもが自分らしく活躍できる職場環境づくりを目ざしている。

Keyword：�視覚障害、聴覚障害、発達障害、就労支援機器、�
デュアルシステム、実習

取材先データ

株式会社堀
ほり

場
ば

製
せい

作
さく

所
しょ

〒601-8510　京都市南区吉
きっ

祥
しょう

院
いん

宮
みや

の東
ひがし

町
ちょう

2
TEL 075-325-5057  FAX 075-313-7081
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※１ �ステンドグラスプロジェクト（2014～2023）：�従業員一人ひとりを、色も形も大きさも違うステンドグラスの一つひとつのピース、また会社全体をステンド
グラス全体の美しい絵に例えたダイバーシティ推進プロジェクト

　

京
都
府
京
都
市
に
本
社
を
構
え
る
「
株
式
会

社
堀
場
製
作
所
」（
以
下
、「
堀
場
製
作
所
」）
は
、

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
創
業
か
ら
80
年
が

経
つ
分
析
・
計
測
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー
。
三

つ
の
事
業
分
野
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
」、「
バ

イ
オ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」、「
先
端
材
料
・
半
導
体
」

に
お
け
る
社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
機
器
や

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、国
内
外
に
約
50
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
展
開
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
経
営
理
念
や
社
風
の
大
き
な
柱
に

な
っ
て
き
た
の
は
、
創
業
者
で
あ
る
堀ほ
り

場ば

雅ま
さ

夫お

さ
ん
が
制
定
し
た
社
是「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」

で
、「
人
生
の
一
番
よ
い
時
期
を
過
ご
す『
会
社
で

の
日
常
』を
自
ら
の
力
で『
お
も
し
ろ
お
か
し
い
』

も
の
に
し
て
、健
全
で
実
り
多
い
人
生
に
し
て
ほ

し
い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
１
７

７
７
人
の
う
ち
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
が
39
人

（
身
体
障
が
い
24
人
、
知
的
障
が
い
4
人
、
精

神
障
が
い
11
人
）、「
障
害
者
雇
用
率
」
は
２
・

66
％（
２
０
２
５〈
令
和
７
〉年
１
月
１
日
現
在
）

だ
と
い
う
。
生
産
・
開
発
・
事
務
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
な
ど
幅
広
い
部
署
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。

　

当
事
者
の
目
線
に
立
っ
た
配
慮
や
公
的
制
度

な
ど
を
活
用
し
た
支
援
、
相
互
理
解
を
深
め
る

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
現
場
を
取
材
し
た
。

計
測
機
器
の
総
合
メ
ー
カ
ー

　

今
回
、
堀
場
製
作
所
の
取
組
み
説
明
と
職
場

案
内
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
管
理
本
部
グ
ロ
ー

バ
ル
人
財
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
人
事
部
人
財
サ

ポ
ー
ト
・
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
推
進
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
安や
す

井い

美み

香か

さ
ん
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

の
福ふ
く

岡お
か

宏ひ
ろ

水み

さ
ん
、
横よ

こ

山や
ま

友と
も

子こ

さ
ん
の
３
人
だ
。

同
チ
ー
ム
は
２
０
２
５
年
１
月
に
発
足
し
た
ば

か
り
で
、
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ

ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
を
よ
り
い
っ

そ
う
浸
透
さ
せ
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
。

　

堀
場
製
作
所
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
、
積
極

的
な
海
外
展
開
を
す
る
と
と
も
に
、「
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
※
1
）
に
て
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
反
映
し
た
「
人
財
」
育
成
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
早
く
か
ら
在
宅
勤
務
制
度
や
介
護
・

育
児
と
の
両
立
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
Ｄ
Ｅ

＆
Ｉ
推
進
チ
ー
ム
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
お
も
に
障
が
い
者
雇
用
に
か
か
わ
っ

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
推
進
チ
ー
ム

て
き
た
福
岡
さ
ん
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
活
き

活
き
と
働
け
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
が
、
全
体

と
し
て
働
き
や
す
い
職
場
で
あ
る
は
ず
だ
と
い

う
思
い
で
、
だ
れ
か
が
声
を
あ
げ
た
ら
な
ん
と

か
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
ポ
リ
シ
ー

で
す
」
と
話
す
。
ま
ず
は
そ
の
実
例
と
し
て
、

中
途
障
が
い
で
目
が
不
自
由
に
な
っ
た
従
業
員

の
ケ
ー
ス
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　

現
在
、
再
雇
用
の
嘱
託
社
員
と
し
て
開
発
本

部
Ｒ
＆
Ｄ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

開
発
基
盤
部D

esign &
 Sim

ulation

チ
ー
ム

に
所
属
す
る
西に
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

さ
ん
（
63
歳
）
は
、
長

40
代
で
目
が
不
自
由
に

当事者目線の配慮と相互理解、
だれもが活躍できる職場に

― 株式会社堀場製作所（京都府） ―
1700人以上が働く機器メーカーでは、多様な配慮・工夫と相互理解の推進によって、

だれもが自分らしく活躍できる職場環境づくりを目ざしている。

従業員の事情に合わせ、就労支援機器や支援サービスを積極活用1
３ステップの長期インターン実習でていねいなマッチング2
上司と相互理解を深めるワークショップや当事者同士の交流も3

POINT

株式会社堀場製作所は、「自動血球計数装置」�
などさまざまな分析・計測機器の製造を手がける

（写真提供：株式会社堀場製作所）

管理本部グローバル人財センター
グループ人事部

人財サポート・DE&I推進チーム
チームリーダーの安井美香さん

人財サポート・DE&I推進チーム
サブリーダーの福岡宏水さん

人財サポート・DE&I推進チーム
横山友子さん

働く広場  2025.55



く
計
測
機
器
の
ソ
フ
ト
開
発
に
た
ず
さ
わ
っ
て

き
た
。

　

と
こ
ろ
が
40
歳
手
前
の
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
、
網
膜
色
素
変
性
症
の
類
縁
疾
患
で
あ

る
網
膜
症
と
診
断
さ
れ
る
。
徐
々
に
症
状
が
悪

化
し
、
２
０
０
９
年
に
は
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

２
級
を
取
得
し
た
。
西
本
さ
ん
は
、「
職
場
に

も
伝
え
ま
し
た
が
、
当
時
は
社
内
で
初
め
て
の

ケ
ー
ス
だ
っ
た
よ
う
で
、
産
業
医
も
人
事
部
も

戸
惑
う
部
分
が
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
」
と
ふ

り
返
る
。

　

そ
こ
で
西
本
さ
ん
は
、
手
帳
取
得
時
に
京
都

市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
福

祉
施
設
「
社
会
福
祉
法
人
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」

（
以
下
、「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」）
に
相
談
し
た
。

　
「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
会
社
側
に
『
視
覚
障

が
い
と
は
こ
う
い
う
状
態
で
、
ど
ん
な
職
場
環

境
に
し
た
ら
よ
い
か
』
を
説
明
し
て
も
ら
い
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
け
ま
し
た
」（
西
本
さ
ん
）

　

上
司
と
相
談
し
な
が
ら
業
務
の
や
り
方
を
変

え
、
産
業
医
の
判
断
に
よ
り
出
張
禁
止
と
な
っ

た
。
白
杖
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
夕

方
の
通
勤
歩
行
が
危
険
な
た
め
、
朝
は
30
分
前

倒
し
の
時
差
出
勤
と
、
1
日
７
時
間
勤
務
に
変

更
し
て
も
ら
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
週
３
回
の
在
宅
勤
務
も

開
始
。「
当
時
は
障
が
い
を
理
由
に
し
た
在
宅

勤
務
は
初
め
て
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
所
属
部

長
さ
ん
た
ち
に
提
案
し
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
ね
」
と
西
本
さ
ん
。
自
宅
に
は
パ

ソ
コ
ン
や
モ
ニ
タ
ー
、
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト

な
ど
、
職
場
で
は
光
の
ま
ぶ
し
さ
を
軽
減
す
る

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
ろ
え
て
も
ら
っ
た
。
こ

う
し
た
機
器
の
一
部
は
当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）

に
就
労
支
援
機
器
の
貸
出
し
を
申
請
し
（
※
２
）、

効
果
を
確
か
め
た
う
え
で
会
社
側
が
購
入
し
た

も
の
だ
。

　

西
本
さ
ん
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
、
白
杖
を
使
っ

た
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
特
別
有
給
休
暇
扱
い
、

週
２
回
１
カ
月
半
）
や
点
字
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
特

別
無
給
休
暇
扱
い
、週
１
回
９
カ
月
）も
受
け
た
。

そ
の
一
方
、
職
場
か
ら
最
寄
り
駅
ま
で
の
歩
道

の
白
線
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

堀
場
製
作
所
側
が
警
察
署
に
相
談
し
、
京
都
市

が
計
画
前
倒
し
で
塗
り
直
し
た
。

　

西
本
さ
ん
は
い
ま
週
１
回
の
通
勤
を
続
け
て

い
る
が
、「
一
番
助
か
っ
て
い
る
の
が
、
通
勤
時

の
同
行
支
援
で
す
」
と
話
す
。
２
０
２
０
年
か

ら
国
が
実
施
し
て
い
る
雇
用
施
策
と
福
祉
施
策

と
の
連
携
に
よ
る
支
援
で
あ
り
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の

重
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
通
勤
援
助

助
成
金
と
京
都
市
の
重
度
障
害
者
等
就
労
支
援

特
別
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

事
業
主
や
利
用
者
の
費
用
負
担
を
軽
減
で
き
る

制
度
だ
。
堀
場
製
作
所
も
補
助
を
上
乗
せ
す
る

形
で
西
本
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
堀
場
製
作
所
の
障
が
い
者
雇
用
は
、

特
に
障
が
い
者
雇
用
枠
を
設
け
ず
通
常
採
用
で

進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
人
、
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
奥お
く

石い
し

拓た
く

斗と

さ
ん
（
29
歳
）
は
、
２
０
１

４
年
に
入
社
。
基
盤
製
造
や
工
程
管
理
を
経
験

し
、
２
０
１
８
年
か
ら
は
生
産
本
部
生
産
セ
ン

タ
ー
生
産
２
部M

edical

チ
ー
ム
で
医
用
機
器

の
製
造
を
担
当
。
い
ま
は
医
用
生
産
の
工
程
管

理
を
任
さ
れ
て
い
る
。
技
能
士
１
級
の
資
格
を

取
得
し
、２
０
２
０
年
に
は
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
電
子
機
器
組
立
種
目
に
も
出
場
し
て
い
る
。

　

奥
石
さ
ん
は
、
事
前
質
問
に
文
書
で
て
い
ね

い
に
答
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
入
社

後
に
一
番
苦
労
し
た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
相
互
理
解

※２��JEEDで実施している就労支援機器の貸出しの詳細は以下をご覧ください。� �
https://www.kiki.jeed.go.jp/

開発本部R&Dプランニング
センターグループ開発基盤部�
Design�&�Simulationチームの

西本明弘さん

西本さんは、計測機器のソフト開発にたずさわっている
（写真提供：株式会社堀場製作所）

生産本部生産センター生産２部
Medicalチームの奥石拓斗さん
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だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
初
め
て
話
す
人
の
唇
の
動
き
を
覚
え
る
必

要
が
あ
り
、そ
れ
に
慣
れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
。

逆
に
自
分
か
ら
話
す
と
き
は
、
相
手
の
表
情
や

反
応
を
見
な
が
ら
、『
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
も
』

と
感
じ
た
ら
再
確
認
す
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま

す
」

　

複
数
人
が
集
ま
る
会
議
な
ど
は
、
奥
石
さ
ん

の
職
場
定
着
支
援
に
入
っ
て
い
た
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の

京
都
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
や
上
司

と
相
談
し
、
メ
ー
ル
や
メ
モ
を
提
供
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ま
は
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
の
文
字
起
こ
し
機
能
を
活
用
し
て
い
る
が
、

正
し
く
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
意
見
を

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
が
あ
る
。
奥
石

さ
ん
は
「
議
題
を
事
前
確
認
し
、
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
た
資
料
を
用
意
し
て
開
催
者
と
共
有
し
、

会
議
の
流
れ
を
把
握
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
。

　

生
産
本
部
生
産
セ
ン
タ
ー
生
産
２
部
部
長
の

松ま
つ

浦う
ら

英ひ
で

明あ
き

さ
ん
は
「
話
し
か
け
る
分
に
は
特
に

問
題
な
く
、
む
ず
か
し
い
話
に
な
る
と
本
人
が

パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
機
能
な
ど
に
す
ば
や
く
打
ち

込
ん
で
く
れ
ま
す
。
会
議
な
ど
で
は
Ｕ
Ｄ
ト
ー

ク
を
使
い
ま
す
が
、
事
前
に
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
向
け

オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
で
話
し
方
の
コ
ツ
な
ど

も
学
び
ま
し
た
」
と
い
う
。
同
じ
く
生
産
２
部

副
部
長
の
伊い

藤と
う

学ま
な
ぶ

さ
ん
は
、「
文
字
起
こ
し
機

能
な
ど
は
完
全
で
は
な
い
の
で
、
特
に
大
勢
の

場
で
話
し
た
あ
と
は
、
大
事
な
部
分
に
つ
い
て

個
別
に
再
確
認
す
る
な
ど
の
意
思
疎
通
を
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

ま
た
奥
石
さ
ん
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
同

僚
７
人
と
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
て

い
る
。
日
々
の
困
り
ご
と
や
工
夫
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
、
支
援
機
器
の
導
入
時
に
は
具
体
的

な
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
て
い
る
。

　

一
方
、
社
内
で
は
「
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
社

員
と
上
司
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
。
外
部
講

師
を
招
い
て
障
が
い
の
定
義
や
多
様
性
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
学
び
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
相

互
理
解
を
深
め
て
い
る
。
奥
石
さ
ん
は
「
セ
ミ

ナ
ー
を
通
し
て
『
呼
び
か
け
た
つ
も
り
で
も
気

づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
』、『
口
元
の
動
き

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
大
事
』
と
い
っ
た
点
を
上

司
が
理
解
し
て
く
れ
、
そ
の
後
お
互
い
の
ス
ト

レ
ス
も
減
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

職
場
側
の
サ
ポ
ー
ト
と
自
身
の
積
極
的
な
姿

勢
に
よ
っ
て「
聴
覚
障
が
い
が
あ
っ
て
も
工
程

管
理
の
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
こ

と
は
、自
分
に
と
っ
て
も
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
」

と
い
う
奥
石
さ
ん
。「
同
じ
障
が
い
の
あ
る
後
輩

が
入
社
し
た
ら
、自
分
の
経
験
を
活
か
し
た
指

導
や
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、彼
ら
も
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」と
伝
え
て
く
れ
た
。

　

堀
場
製
作
所
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
本
格
的

な
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。き
っ
か
け
は
、会
社
の
規
模
拡
大
に「
障

害
者
雇
用
率
」
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
未
達

成
が
続
い
た
こ
と
だ
。「
京
都
府
の
副
知
事
が

障
が
い
者
雇
用
の
激
励
の
た
め
来
社
し
た
こ
と

で
、
上
層
部
も
思
い
切
っ
た
取
組
み
が
必
要
だ

と
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
」（
福
岡
さ
ん
）

　

当
初
は
特
例
子
会
社
の
設
立
も
検
討
し
た
が
、

当
時
の
管
理
本
部
長
が
「
将
来
的
に
は
特
例
子

会
社
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
社
内
の
意

識
が
ま
だ
し
っ
か
り
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

た
だ
障
害
者
雇
用
率
の
数
字
の
た
め
だ
け
に
特

例
子
会
社
を
設
立
す
る
の
は
堀
場
製
作
所
ら
し

く
な
い
。
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
大
事
に
す
べ

て
い
ね
い
な
マ
ッ
チ
ン
グ

奥石さんは、医用生産の工程管理を担当。身ぶり手ぶりをはじめ、
パソコンのメモ機能などを活用し、コミュニケーションをとる

生産本部生産センター生産２部�
部長の松浦英明さん

2020年の全国アビリンピック愛知大会で
「電子機器組立」種目の課題に取り組む奥石さん

生産本部生産センター生産２部
副部長の伊藤学さん
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き
だ
」
と
し
て
、
直
接
雇
用
で
の
推
進
を
図
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

堀
場
製
作
所
で
の
障
が
い
者
雇
用
は
、
採
用

ま
で
に
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
。
福

岡
さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

︿
ス
テ
ッ
プ
１
﹀
本
人
と
実
習
前
面
談
を
行
う
。

本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
希
望
業
務
な
ど
を
聴

き
取
り
、
話
し
合
っ
た
う
え
で
業
務
内
容
を
決

め
る
。

︿
ス
テ
ッ
プ
２
﹀
１
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習

は
約
２
週
間
。
講
義
で
会
社
の
考
え
方
を
理
解

し
て
も
ら
う
ほ
か
、
現
場
で
業
務
の
基
本
動
作

を
体
験
す
る
。
最
後
は
面
談
で
実
習
全
体
を
ふ

り
返
り
、
双
方
合
意
の
う
え
で
２
回
目
の
イ
ン

タ
ー
ン
実
習
に
進
む
。「
候
補
の
部
署
や
業
務

が
複
数
あ
る
と
き
は
実
習
中
に
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
も
行
い
、
最
後
に
ど
の
業
務
が
よ
か
っ

た
か
、
本
人
や
部
署
と
話
し
合
っ
て
絞
り
込
み

ま
す
」

︿
ス
テ
ッ
プ
３
﹀
２
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習

は
２
週
間
～
１
カ
月
半
ほ
ど
。
継
続
し
て
自
律

的
に
業
務
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
、
必
要
以
上

に
配
慮
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
。
最
後
に
再
び

面
談
で
実
習
を
ふ
り
返
り
、
双
方
が
合
意
し
た

う
え
で
採
用
に
進
む
。「
長
期
間
一
緒
に
働
く

こ
と
で
、
お
互
い
に
『
本
当
に
働
き
続
け
ら
れ

そ
う
か
』
を
判
断
し
ま
す
。
や
や
、
実
習
期
間

は
長
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

防
ぐ
た
め
の
大
事
な
過
程
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

長
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
は
、
特
別
支
援

学
校
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」

の
取
組
み
も
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ド
イ

ツ
の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
参
考
に
２
０
０
４
年

度
か
ら
全
国
の
専
門
学
校
な
ど
で
モ
デ
ル
事
業

が
始
ま
っ
た
。
京
都
市
が
主
導
し
２
０
０
６
年

度
に
立
ち
上
げ
た
「
総
合
支
援
学
校
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 

で
は
、
授
業

と
長
期
実
習
を
組
み
合
わ
せ
て
職
業
人
の
育
成

を
目
ざ
す
内
容
で
、
堀
場
製
作
所
を
含
め
大
手

企
業
な
ど
が
参
画
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
実
習
の
受
け
入
れ
部
署
や
業
務
の

開
拓
に
つ
い
て
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
理
解
を
求

め
て
い
っ
た
と
福
岡
さ
ん
が
ふ
り
返
る
。

　
「
最
初
は
『
う
ち
は
専
門
部
署
だ
か
ら
』
な

ど
と
難
色
を
示
す
部
署
が
少
な
く
な
く
、グ
ル
ー

プ
人
事
部
長
が
『
本
人
に
会
う
前
か
ら
断
ら
な

い
で
ほ
し
い
』
と
強
く
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
し
た
。

た
だ
実
際
に
会
っ
て
く
れ
た
現
場
か
ら
は
『
予

想
以
上
に
や
れ
そ
う
だ
』
と
業
務
を
任
せ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

初
め
て
受
け
入
れ
る
部
署
に
対
し
て
は
、
管

理
職
や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
事
前
研
修

を
行
う
。
障
が
い
特
性
や
仕
事
上
で
の
対
応
ア

ド
バ
イ
ス
を
ま
と
め
た
資
料
も
配
付
し
、
実
習

中
は
随
時
相
談
を
受
け
つ
け
る
。

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
が
増
え
て
か
ら

は
、
京
都
労
働
局
が
実
施
す
る
「
精
神
・
発
達

障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
も
活

用
し
、
出
前
講
座
の
形
で
多
く
の
従
業
員
が
受

講
。
さ
ら
に
２
０
２
３
年
か
ら
は
、
オ
ム
ロ
ン

株
式
会
社
の
主
導
で
発
足
し
た
企
業
・
行
政
・

有
識
者
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ 

（
※
３
）
京
都
地
域
連
携
会
議
」
に
参
加
し
、
発

達
障
が
い
の
能
力
を
活
か
し
た
従
業
員
の
事
例

な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
時
代
に
３
ス
テ
ッ
プ
の
イ
ン

タ
ー
ン
実
習
を
経
験
し
、
２
０
１
９
年
３
月
に

入
社
し
た
小こ

寺て
ら

翔し
ょ
う

太た

さ
ん
（
24
歳
）
は
、
生
産

２
部
ボ
ー
ド
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
チ
ー
ム
で
基
板
の

検
査
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
伊
藤
さ
ん
に
よ

る
と
「
当
初
は
、
周
辺
の
補
佐
的
な
作
業
か
ら

始
め
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
ピ
ッ
キ
ン

グ
や
組
立
作
業
な
ど
を
覚
え
て
も
ら
い
、
ほ
か

の
従
業
員
と
同
じ
内
容
を
こ
な
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
だ
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
村む
ら

田た

健け
ん

さ
ん
は
、

「
受
け
入
れ
当
初
は
、
同
行
の
指
導
員
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。

あ
や
ふ
や
な
表
現
が
苦
手
と
い
う
こ
と
で
、
普

通
は
『
置
い
と
い
て
』、『
や
っ
と
い
て
』
と
気

軽
に
い
う
と
こ
ろ
を
『
ど
こ
に
置
く
の
か
』、『
何

を
い
つ
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
の
か
』
と
具
体
的

な
指
示
を
心
が
け
ま
し
た
」
と
話
す
。
も
と
も

と
小
寺
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン
な
性
格
で
、
特
性
の

改
善
活
動
リ
ー
ダ
ー
に
成
長

※３ニューロダイバーシティ（Neurodiversity）：�Neuro（脳・神経）とDiversity（多様性）を組み合わせた「脳や神経、それに由来する個人レベルでのさまざま
な特性の違いを多様性ととらえて相互に尊重し、それらの違いを社会のなかで活かしていこう」という考え方で、
特に発達障害のある人が特性を活かし活躍できる社会を目ざすというもの

生産２部ボードアッセンブリチームの
小寺翔太さん

生産２部ボードアッセンブリチーム
チームリーダーの村田健さん

小寺さんは、基板の検査業務を
担当している
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こ
と
も
周
囲
に
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
で
、
同
僚

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
ヘ
ル
プ
を
得
や
す
か
っ
た

そ
う
だ
。

　

小
寺
さ
ん
は
、
い
ま
の
仕
事
に
つ
い
て
「
基

板
ご
と
に
検
査
時
間
が
異
な
り
、
ほ
か
の
工
程

の
進
捗
も
読
み
な
が
ら
な
の
で
、
期
限
を
守
る

見
き
わ
め
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
何
度
か
間

に
合
わ
ず
、
ほ
か
の
工
程
に
迷
惑
を
か
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
明
か
す
。

　

小
寺
さ
ん
は
３
年
前
か
ら
、
現
場
改
善
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伊

藤
さ
ん
に
よ
る
と
「
改
善
の
結
果
も
大
事
で
す

が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
自
分
が
経
験
し
た
気
づ

き
を
、
そ
の
先
の
成
長
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
ね

ら
い
も
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。
サ
ポ
ー
ト
役

の
村
田
さ
ん
は
「
本
人
自
身
も
か
な
り
勉
強
し
、

他
チ
ー
ム
に
自
分
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
に
行

け
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
で
は
す
ご
く
助
か
っ

て
い
ま
す
」。

　

小
寺
さ
ん
自
身
は
、
自
分
で
現
場
改
善
活
動

の
企
画
を
考
え
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
ふ
り
分

け
た
り
発
表
し
た
り
す
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
そ

う
だ
が
、
村
田
さ
ん
に
相
談
し
な
が
ら
乗
り
越

え
て
き
た
と
語
る
。「
い
ま
で
は
チ
ー
ム
内
か

ら
『
こ
こ
危
な
い
か
も
』
と
報
告
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
私
の
企
画
が
役
立
っ
た
よ
う
に

実
感
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
工
程
の
リ
ー
ダ
ー
役
に
な

る
こ
と
だ
。
村
田
さ
ん
は
「
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

最
近
入
社
し
た
後
輩
へ
の
教
育
係
も
含
め
、
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
す
る
。

　

堀
場
製
作
所
で
は
、
発
達
障
が
い
を
含
む
精

神
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
社
内

に
常
駐
す
る
臨
床
心
理
士
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
人
に
よ
っ
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
に
く
い
、言
語
化
し
に
く
い
特
性
が
あ
る
の
で
、

臨
床
心
理
士
と
一
緒
に
じ
っ
く
り
話
を
聞
き
、

上
司
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
『
朝
の
挨
拶
は
、
ど
の
程
度
の
人

ま
で
し
た
ら
よ
い
の
か
』と
い
っ
た
こ
と
で
す
ね
」

（
福
岡
さ
ん
）

　

社
内
に
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
と

臨
床
心
理
士
か
ら
の
提
案
を
機
に
、自
助
グ
ル
ー

プ
の
会
も
で
き
た
。
約
６
人
ず
つ
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
半
年
に
１
回
程
度
、
茶
話
会
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
い
る
。
毎
回
人
事
部
の
メ
ン
バ
ー

も
同
席
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
務
め
た
。

い
ま
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ

た
り
、
趣
味
や
職
場
・
生
活
上
の
工
夫
な
ど
情

報
交
換
を
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

２
０
２
４
年
は
、障
が
い
の
あ
る
若
手
従
業

員
を
対
象
に
、滋
賀
県
の「
び
わ
こ
工
場
」で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
初
開
催
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
義
や
工
場
見
学
な
ど
も
行
い
、参
加
者
か
ら

当
事
者
グ
ル
ー
プ
で
交
流
も

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」、「
再
勉
強
の
機
会
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
働
く
う
え
で
の
考
え
や
悩
み
を

話
し
合
う
場
に
同
席
し
た
横
山
さ
ん
は
「
私
た

ち
も
、
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
か
を
あ
ら
た
め

て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

　

堀
場
製
作
所
で
は
今
後
も
、
多
様
性
に
満
ち

た
従
業
員
が
働
く
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の

中
核
企
業
と
し
て
、
障
が
い
者
雇
用
だ
け
で
な

く
女
性
活
躍
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
含
め
た
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。
安
井

さ
ん
が
話
す
。

　
「
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
チ
ー
ム
で
は
、
従
業
員
一
人
ひ

と
り
の
た
め
に
会
社
が
で
き
る
こ
と
を
最
大
限

や
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
社

内
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
啓
蒙
活
動
、

働
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
に
か
か
わ
る
関
連
制
度
の

整
備
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

　

な
か
で
も
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み
は
、
Ｄ

Ｅ
＆
Ｉ
を
牽
引
す
る
大
事
な
柱
の
一
つ
だ
。
福

岡
さ
ん
た
ち
は
「
地
道
に
社
内
の
理
解
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
し
つ
つ
、「
一
人
ひ
と
り
の
声

を
吸
い
上
げ
な
が
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り
配
慮
や

工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、結
果
的
に
、だ
れ
に
と
っ

て
も
健
全
で
実
り
多
い
職
場
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
職
場
に

びわこ工場で行われたワークショップ。
ビジネスマナーなどを学んだ（写真提供：株式会社堀場製作所）
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は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
障
害
者
雇
用
は
障
害
者
雇
用
促

進
法
に
よ
り
義
務
と
な
っ
て
い
る
法
定
雇
用

率
の
達
成
を
お
も
な
目
的
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
労
働
市
場
や
経
営
環
境
の
変
化

な
ど
に
と
も
な
い
、
障
害
者
雇
用
の
意
義
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
的
資
本

経
営
や
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
エ
ク

イ
テ
ィ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
視
点
が

重
要
視
さ
れ
る
な
か
で
、
障
害
者
雇
用
を
ど

の
よ
う
に
「
経
営
」
に
組
み
込
む
と
よ
い
の

か
を
み
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
雇
用
を

経
営
視
点
か
ら
見
る
意
義

　

企
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は

「
多
様
な
人
材
を
活
か
し
、
組
織
全
体
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
労
働

力
人
口
の
減
少
や
市
場
の
多
様
化
が
進
む
現

在
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
引
き
出

す
こ
と
は
、
競
争
力
の
維
持
・
向
上
に
直
結

す
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か

で
、
障
害
者
を
「
組
織
の
戦
力
」
と
し
て
と

ら
え
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
的
資
本
経
営
は
、
人
材
を
「
コ
ス
ト
」

で
は
な
く
「
資
本
」
と
し
て
と
ら
え
、
長
期

的
な
成
長
の
た
め
に
投
資
す
る
考
え
方
で
す
。

人
的
資
本
経
営
を
推
進
す
る
企
業
で
は
、
従

業
員
の
ス
キ
ル
開
発
や
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
に
力
を
入
れ
て
従
業
員
の
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
、
組
織

全
体
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
考

え
る
と
、
多
様
な
人
材
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
直

結
し
ま
す
。

　

多
様
な
人
材
の
活
躍
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ

推
進
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
な
か
に
女
性
や
外
国
人
、
シ
ニ

ア
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
依
然
と
し
て
障
害
の
あ
る
人
は

「
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
存
在
」
と

し
て
扱
わ
れ
が
ち
で
す
。
ま
ず
は
、

人
材
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
な
か

に
「
障
害
者
」
を
組
み
込
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

な
ぜ
、
人
的
資
本
経
営
的
な

取
組
み
が
重
要
な
の
か

　

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
雇
用
は
人
事
部
門
や

管
理
部
門
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
く
、
実
務

的
な
こ
と
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
し
た
。
一

方
、
人
的
資
本
経
営
は
経
営
の
一
環
と
し
て

経
営
企
画
部
門
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
の
よ
う
な
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
障
害
者
雇
用
を
経
営
戦
略
に
組
み
込
む

　

経
営
方
針
や
中
長
期
の
企
業
戦
略
を
考
慮

執筆者

松
まつ

井
い

優
ゆう

子
こ

さん

障害者雇用ドットコム代表
東京情報大学非常勤講師

図１　障害者雇用における人的資本経営の役割

部門間協力

KPI の
設定と評価

経営戦略の統合

筆者作成

クローズクローズ
アップアップ 　2024（令和6）年度の障害者雇用状況をみると、民間企業における雇用

障害者数は67万7461.5人、実雇用率は2.41%と、過去最高となりました。
そして近年では、法定雇用率の達成にとどまらず、人的資本経営やDEIの観
点から、障害者雇用のあり方を見直す必要性が高まっています。第2回は、
そのような新たな視点をもち、障害者雇用を経営戦略に組み込んで企業が成
長していく方法について、松井優子さんに執筆していただきました。

障害者雇用率向上へのヒント障害者雇用率向上へのヒント
人的資本経営と障害者雇用人的資本経営と障害者雇用
～企業成長を加速させる新たな視点～～企業成長を加速させる新たな視点～

第２回第２回
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し
た
う
え
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
だ

け
で
な
く
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
貢
献
す

る
雇
用
を
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
業
務
範

囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
で
は
障

害
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

い
と
さ
れ
て
い
た
部
門
や
職
種
で
の
雇
用
を

広
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

・
部
門
間
連
携
の
強
化
（
人
事
×
経
営
企
画
）

　

経
営
企
画
部
門
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、
組

織
全
体
の
経
営
戦
略
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
人
事
部
や
担
当
部
署
の
問

題
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
企
業
全
体
の
経

営
課
題
」
と
し
て
認
識
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
経
営
層
に
雇
用
障
害
者
数
や
法

定
雇
用
率
だ
け
で
な
く
、
組
織
に
貢
献
し
て

い
る
障
害
の
あ
る
社
員
の
情
報
が
届
き
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定
と
継
続
的
な
成
果
の
検
証

　

障
害
者
雇
用
だ
け
を
み
て
い
る
と
法
定
雇

用
率
に
関
す
る
「
数
値
目
標
」
の
達
成
に
終

始
し
が
ち
で
す
が
、
関
連
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
組

織
が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
設
定
す
る
重

要
な
業
績
評
価
指
数
）
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

継
続
的
に
成
果
を
検
証
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
障
害
者
の
採
用
数
・
定
着
率
、
障

害
者
の
職
種
・
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
化
、

生
産
性
向
上
の
貢
献
度
、
社
内
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
度
合
い
、
従
業
員
意
識
調
査
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

障
害
者
雇
用
を
経
営
の
一
環

と
し
て
進
め
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

　

障
害
者
雇
用
を
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、「
法
的
義
務
」
と
し

て
の
対
応
に
加
え
て
、「
経
営
資
源
」
と
し

て
戦
略
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
層
の
理
解
を
得
る

こ
と
、
適
切
な
業
務
設
計
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
社
内
全
体
で
障
害
者
雇
用
を
受
け
入

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

（1）
経
営
層
の
理
解
を
得
る

　

経
営
層
が
障
害
者
雇
用
を
「
法
的
義
務
」

と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、「
人
的
資

本
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
組
織
全
体

で
の
取
組
み
が
円
滑
に
進
み
ま
す
。
障
害
者

雇
用
を
戦
略
的
に
取
り
入
れ
、
業
務
効
率
向

上
や
組
織
力
強
化
に
つ
な
が
る
企
業
の
事
例

を
共
有
す
る
こ
と
は
有
効
的
な
方
法
で
す
。

（2）
適
切
な
業
務
設
計

　

障
害
者
雇
用
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な

DEIとは？

DEIとはDiversity（多様性）、Equity（公平性）、 Inclusion
（包括性）の頭文字をとった略語です。
この三つの単語にあるように、他者の多様性を認め、公
平性をもって他者に接し、包容性をもって他者の個性や
考え方などを受け入れるという理念です。
この理念の推進によって、多様な個性をもつ人材の能
力を最大限に発揮でき、それによって大きな成果が得ら
れると認識されています。� （編集部）

の
は
、「
組
織
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
」
が

何
か
を
見
き
わ
め
る
こ
と
で
す
。
場
当
た
り

的
な
も
の
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
中
長
期

的
な
視
点
で
ニ
ー
ズ
の
あ
る
も
の
、
組
織
全

体
の
業
務
効
率
が
向
上
す
る
も
の
な
ど
の
視

点
で
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（3）
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫

　

組
織
全
体
の
理
解
を
深
め
、
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
ま
す
。
障
害
者
雇
用
は
「
雇
用
」

で
あ
り
、
組
織
に
と
っ
て
価
値
創
造
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
社
内
に
浸
透
さ
せ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
経
営
層
や
管
理
職
向

け
に
意
義
を
伝
え
る
機
会
や
、
現
場
で
一
緒

に
働
く
社
員
の
理
解
を
深
め
る
研
修
な
ど
を

設
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
障
害
の

あ
る
人
を
含
め
た
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
、

組
織
全
体
で
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
し
て
い

き
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
に
人
的
資
本
経
営
の
観
点
か

ら
取
り
組
む
こ
と
に
は
、
い
ま
ま
で
と
違
っ

た
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
雇

用
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

人
的
資
本
経
営
の
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
で

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

次
回
は
、
障
害
者
雇
用
の
合
理
的
配
慮
と

職
場
環
境
整
備
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

図２　障害者雇用の戦略的進め方

経営層の理解を促進
雇用の戦略的利点を伝える

適切な業務設計
組織に必要な業務を設計する

コミュニケーションの強化
包摂を促進するための意識を高める…

…

筆者作成
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J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

アビリンピック
マスコットキャラクター

埼玉県所沢市並木４-2　
職業評価課
TEL：04-2995-1201
https://www.nvrcd.jeed.go.jp

国立職業リハビリテーションセンター
岡山県加賀郡吉備中央町吉川7520
職業評価課
TEL：0866-56-9001
https://www.kibireha.jeed.go.jp

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター

訓 練 生 募 集 の お 知 ら せ
国立職業リハビリテーションセンター

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター 

〜障害のある方々の就職に向けた職業訓練や就職支援を実施しています〜

●遠方の方については……
　国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、併設の宿舎が利用できます。国立職業リハビリテーションセンターでは、身体障害、
高次脳機能障害のある方、難病の方は、隣接する国立障害者リハビリテーションセンターの宿舎を利用することができます。

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース 訓練期間

メカトロ系

機械CADコース

1年
電気・電子技術・CADコース
組立・検査コース
製造ワークコース

ビジネス情報系

システム設計・管理コース
2年

【視覚障害者対象】ＩＴビジネスコース
会計ビジネスコース

1年
OAビジネスコース
オフィスワークコース

アシスタント系
販売・物流ワークコース
サービスワークコース

入所期 ハローワークへの
申請書提出締切日 入所日

9月入所期 令和7年  6月19日（木） 令和7年  9月4日（木）
10月入所期 令和7年  8月  1日（金） 令和7年10月2日（木）
11月入所期 令和7年  8月28日（木） 令和7年11月6日（木）
1月入所期 令和7年10月30日（木） 令和8年  1月8日（木）
2月入所期 令和7年11月25日（火） 令和8年  2月5日（木）
4月入所期 令和8年  2月  5日（木） 令和8年  4月7日（火）

国立職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース 訓練期間

メカトロ系

機械CADコース

1年

電子技術・CADコース
FAシステムコース
組立・検査コース

建築系 建築CADコース

情報系

DTPコース
Webコース
ソフトウェア開発コース
システム活用コース
視覚障害者情報アクセスコース

ビジネス系
会計ビジネスコース
OAビジネスコース
オフィスワークコース

物流系 物流・資材管理コース

職域開発系
オフィスアシスタントコース
販売・物流ワークコース
サービスワークコース

入所期 ハローワークへの
申請書提出締切日 入所日

8月入所期 令和7年  5月19日（月） 令和7年  8月  6日（水）
9月入所期 令和7年  6月16日（月） 令和7年  9月10日（水）

10月入所期 令和7年  7月25日（金） 令和7年10月  8日（水）
11月入所期 令和7年  8月21日（木） 令和7年11月10日（月）
12月入所期 令和7年  9月18日（木） 令和7年12月  8日（月）
1月入所期 令和7年10月23日（木） 令和8年  1月14日（水）
3月入所期 令和7年12月19日（金） 令和8年  3月11日（水）
4月入所期 令和8年  1月22日（木） 令和8年  4月16日（木）

募集訓練コース、募集日程

３DCADを活用した訓練風景視覚障害者の支援機器を活用した
訓練風景

働く広場  2025.5 12



※2025年４月10日現在

都道府県 開 催 日 会　場

北海道 10月4日（土） 北海道職業能力開発促進センター

青　森 10月下旬～
11月上旬（予定）

青森職業能力開発促進センター（予定）�
ホテル青森（喫茶サービス）（予定）

岩　手 6月22日（日） 岩手県立産業技術短期大学校
矢巾キャンパス

宮　城 7月12日（土） 宮城職業能力開発促進センター

秋　田 7月10日（木） 秋田市にぎわい交流館ＡＵ

山　形 7月3日（木） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング）

福　島 7月5日（土） 福島職業能力開発促進センター

茨　城 7月19日（土）�
7月20日（日） 茨城県職業人材育成センター

栃　木 7月5日（土）
栃木職業能力開発促進センター�
障害者スポーツセンター（わかくさア
リーナ）

群　馬 7月5日（土） 群馬職業能力開発促進センター

埼　玉 7月5日（土） 国立職業リハビリテーションセンター�
埼玉職業能力開発促進センター

千　葉 11月29日（土） 千葉職業能力開発促進センター

東　京 2月中旬～下旬 東京障害者職業能力開発校�
職業能力開発総合大学校

神奈川 11月8日（土）
11月15日（土）

関東職業能力開発促進センター�
神奈川障害者職業能力開発校

新　潟 9月6日（土） 新潟市総合福祉会館（予定）�
ホテルグローバルビュー新潟（予定）

富　山 7月19日（土） 富山市職業訓練センター�
富山県技術専門学院

石　川 調整中（10月頃） 石川職業能力開発促進センター

福　井 6月21日（土）�
7月5日（土）

福井職業能力開発促進センター�
福井県立福井産業技術専門学院

山　梨
10月4日（土）
または�
10月5日（日）

山梨職業能力開発促進センター

長　野 7月12日（土） 長野職業能力開発促進センター

岐　阜 7月5日（土） ソフトピアジャパンセンター

静　岡 ７月12日（土）
静岡市東部勤労者福祉センター清水テルサ�
静岡市清水文化会館マリナート
�静岡職業能力開発促進センター

愛　知
①6月7日（土）�
②6月8日（日）�
③6月15日（日）�
④6月28日（土）

①大成今池研修センター�
②専門学校日本聴能言語福祉学院�
③愛知県立名古屋聾学校�
④中部職業能力開発促進センター

三　重 6月28日（土） 三重職業能力開発促進センター

◆ 令和7年度「地方アビリンピック」開催地一覧 ◆
各都道府県における障害者の技能競技大会「地方アビリンピック」が下記の日程で開催される
予定です。

詳細は、ホームページをご覧ください。
・ 開催地によっては、開催日や種目ごとに会場が異なります。
・  日程や会場については、変更となる場合があります。 地方アビリンピック 検索 アクセスは

こちら！

アビリンピック
マスコットキャラクター

都道府県 開 催 日 会　場

滋　賀 11月15日（土） 近畿職業能力開発大学校附属滋賀職業
能力開発短期大学校

京　都 1月31日（土） 京都府立京都高等技術専門校�
京都府立京都障害者高等技術専門校

大　阪 6月21日（土）�
7月5日（土）

関西職業能力開発促進センター�
（社福）日本ライトハウス視覚障害リハ
ビリテーションセンター

兵　庫 6月21日（土）�
7月5日（土） 兵庫職業能力開発促進センター

奈　良 7月19日（土） 奈良職業能力開発促進センター

和歌山 7月5日（土） 和歌山職業能力開発促進センター

鳥　取 6月26日（木） 鳥取県立福祉人材研修センター

島　根 7月12日（土） 島根職業能力開発促進センター

岡　山 7月5日（土）�
7月12日（土） 岡山職業能力開発促進センター

広　島 7月19日（土） 広島職業能力開発促進センター

山　口 10月4日（土） 山口職業能力開発促進センター

徳　島 6月28日（土） 徳島職業能力開発促進センター�
徳島ビルメンテナンス会館

香　川 2月頃 未定

愛　媛 7月5日（土） 愛媛職業能力開発促進センター

高　知 ①6月28日（土）�
②7月5日（土）

①�学校法人龍馬学園�龍馬デザイン・
ビューティ専門学校
②高知職業能力開発促進センター

福　岡
【北九州会場】�
7月5日（土）
【福岡会場】�
7月12日（土）

【北九州会場】�
福岡職業能力開発促進センター
【福岡会場】�
クローバープラザ

佐　賀 1月頃 佐賀職業能力開発促進センター

長　崎 7月5日（土） 長崎職業能力開発促進センター

熊　本 6月22日（日） 熊本職業能力開発促進センター

大　分 10月4日（土） 大分職業能力開発促進センター

宮　崎 7月5日（土） 宮崎職業能力開発促進センター�
宮崎県ビルメンテナンス協会

鹿児島 ①7月7日（月）�
②7月12日（土）

①鹿児島ホテル短期大学校�
②鹿児島職業能力開発促進センター

沖　縄 7月19日（土） 沖縄職業能力開発大学校

働く広場  2025.513



J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

J E E D   インフォメーション

令和 7 年度
絵画コンテスト

 働くすがた～今そして未来～
写真コンテスト 

職場で輝く障害者～今その瞬間～

応募者全員に記念品をプレゼント！

毎年９月１日～30日は、「障害者雇用支援月間」です。国民のみなさまに障害者雇用への理解と関心を深めていただける
よう、障害のある方々を対象に「働くこと」をテーマとする絵画を募集する「絵画コンテスト 働くすがた～今そして未来～」
と、「障害のある方の仕事にスポットをあて、障害のある方が働いている姿を撮影したもの」をテーマとする写真を募集す
る「写真コンテスト 職場で輝く障害者～今その瞬間～」を実施しています。優秀作品をもとにポスター等を作成し、全国の
ハローワーク等に掲示します。

絵画コンテスト
★募集作品
　働くこと、または仕事に関係のある内容のもの 

★応募資格 
　障害のある方（プロ以外であること）

★応募部門 
　小学生の部／中学生の部／高校生・一般の部

写真コンテスト
★募集作品
　障害のある方の仕事にスポットをあて、
　障害のある方が働いている姿を撮影したもの

★応募資格
　障害の有無は問いません（プロ以外であること）
※部門の別はありません

シンボルキャラクター
“ピクチャノサウルス”
（かおはカメラ、つのは絵
 筆をイメージしています）

詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/activity/contest/index.html
★過去のポスターや入賞作品などもご覧いただけます。 検索JEED 絵画写真

障害者雇用開発推進部 雇用開発課
TEL  043-297-9515　E-mail tkkike@jeed.go.jp

お問合せ先

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

６月16日（月）
応募締切

（当日消印有効）

作品募集

賞・展示
　絵画コンテスト（部門ごと）、写真コンテストで選考を行い、
厚生労働大臣賞１点、当機構理事長賞１点、理事長奨励賞数点を
それぞれ選出します。入賞作品は、全国６カ所で開催を予定して
いる展示会等において展示します。
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

「やりがいのある仕事」「やりがいのある仕事」
多様な人材が活躍する職場で働く多様な人材が活躍する職場で働く
株式会社グローバル・クリーン（宮崎県）株式会社グローバル・クリーン（宮崎県）

株式会社グローバル・クリーン
〒883-0066　宮崎県日

ひゅうが
向市

し
亀
かめ

崎
ざき

1-28
TEL 0982-55-0360　FAX 0982-55-0396

取材先データ

1515



③装置のタンクに水と洗剤を投入スピードを出しすぎると旋回がむずかしくなるため、
スピード調整が大切だという

①パッド台に洗浄パッドをセットする

バフかけ機で床面を磨き上げる。
早瀬さんはさまざまな道具や装置を使いこなし、どんどんきれいにしていく

②パッド台をフロアスクラバーに取りつける

フロアスクラバーでの清掃作業の前に、ダスターでホコリを取り除く

　
宮
崎
県
日ひ

ゅ
う
が向

市
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど
を
営
む
株
式
会
社
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ク
リ
ー
ン
で
は
、２
０
０
０（
平
成
12
）年
の
創
業
当
時
か
ら

障
害
の
あ
る
人
が
大
き
な
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。
同
社
は
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
職
務
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

通
じ
て
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
入
社
11
年
目
で
、
精
神
障
害
の
あ
る
早は

や

瀬せ

直な
お

哉や

さ
ん
（
55
歳
）
は
、
量

販
店
で
の
店
内
清
掃
や
食
品
工
場
で
の
器
具
洗
浄
を
担
当
し
て
い
る
。
こ

の
日
は
、
大
型
量
販
店
で
の
店
内
清
掃
の
様
子
を
、
本
社
の
倉
庫
内
で
再

現
し
て
も
ら
っ
た
。

　
フ
ロ
ア
ス
ク
ラ
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
清
掃
機
器
の
準
備
作
業
で
は
、
手
際

よ
く
洗
浄
パ
ッ
ド
を
取
り
つ
け
、
タ
ン
ク
に
水
と
洗
剤
を
投
入
し
、
準
備

を
整
え
て
ゆ
く
。
担
当
す
る
量
販
店
の
店
内
は
広
い
た
め
、
効
率
的
に
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
時

間
の
ロ
ス
へ
と
つ
な
が
る
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
。
店
内
が
き
れ
い
に
な

る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
早
瀬
さ
ん
は
話
す
。
食
品
工
場
で
は
、
高
圧
洗

浄
機
を
使
い
、
ま
な
板
や
か
ご
な
ど
の
器
具
洗
浄
を
担
当
。
器
具
は
大
型

で
重
量
も
あ
る
た
め
「
作
業
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
」
と
も
語
っ
て
く
れ
た
。

　
現
場
で
働
く
社
員
を
支
え
て
い
る
の
が
、身
体
障
害
の
あ
る
林は

や
し

田だ

実み
の
る

さ
ん

（
56
歳
）。
本
社
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
手
書
き
伝
票
の
内
容
を
パ
ソ
コ
ン
上
の

管
理
ソ
フ
ト
に
入
力
し
て
い
た
。
入
社
４
カ
月
目
（
取
材
時
）
で
、「
担

当
で
き
る
仕
事
も
増
え
、
仕
事
が
楽
し
い
で
す
」
と
話
す
。
よ
り
よ
い
作

業
環
境
を
目
ざ
し
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
配
置
を
模
索
中
で
、
こ
の
日
は

コ
ピ
ー
用
紙
の
束
を
利
用
し
て
作
業
が
し
や
す
い
高
さ
を
探
っ
て
い
た
。

　
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
リ
ー
ン
は
、
プ
ロ
レ
ベ
ル
の
清
掃
技
術
を

指
導
す
る
「
ク
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ル
」
と
い
う
取
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
福
祉
施
設
な
ど
に
、
清
掃
技
術
の
指
導
や
清
掃
者
の
教
育

を
提
供
し
、
福
祉
施
設
を
利
用
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
人
が
プ
ロ
レ
ベ
ル

の
清
掃
技
術
を
身
に
つ
け
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
新
た
な
職
務

創
出
と
工
賃
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

フロアスクラバーの準備
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スピードを出しすぎると旋回がむずかしくなるため、
スピード調整が大切だという

実際の量販店での清掃作業では、より大型の装置を駆使しているという

バフかけ機で床面を磨き上げる。
早瀬さんはさまざまな道具や装置を使いこなし、どんどんきれいにしていく

②パッド台をフロアスクラバーに取りつける

フロアスクラバーでの清掃作業の前に、ダスターでホコリを取り除く

フロアスクラバーでの清掃作業 ダスターかけ

バフかけ

働く広場  2025.517



下足と上履きの履き替え用にいすが配置されている。
オフィスは段差がなく、移動には不自由しないという

パソコン業務を担当する林田実さん。
操作がやりやすい高さを模索中で、コピー用紙の上にパソコンを置いている

グローバル・クリーンでは高齢者の雇用にも力を入れている。
高齢の清掃スタッフと打合せをする林田さん

働く広場  2025.5 18



障
害
者
差
別
解
消
法

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

行
政
機
関
と
事
業
者
に
対
し
て
、
障
害
を
理
由
と

す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
を
義
務
づ
け
た
法
律
で
、
２
０
１
３

（
平
成
25
）年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
機
関
は
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
と
そ
の
関
連
団
体
。
事

業
者
は
、
企
業
や
団
体
、
店
舗
な
ど
の
こ
と
で
、

営
利
・
非
営
利
を
問
わ
ず
、
個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
も
「
事
業
者
」
に

含
ま
れ
ま
す
。

　

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は
、
障
害
を
理
由
と

し
て
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
機
会
の
提
供
を
拒

否
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
に
あ
た
っ
て

場
所
や
時
間
帯
を
制
限
し
た
り
す
る
な
ど
、
障
害

の
な
い
人
と
異
な
る
取
扱
い
を
し
て
障
害
の
あ
る

人
を
不
利
に
扱
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、「
障
害
の
あ
る
方
は

入
店
お
断
り
で
す
」、「
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
泊
ま
れ

ま
せ
ん
」と
い
っ
て
入
店
や
宿
泊
を
断
っ
た
り
、「
保

護
者
や
介
助
者
と
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
い
っ
て
介
助
者
な
ど
の
同
伴
を
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
条
件
と
し
た
り
、
火
災
が
起
き
た
と
き
に
避
難

誘
導
で
き
な
い
な
ど
と
、
漠
然
と
し
た
安
全
上
の

理
由
か
ら
施
設
の
利
用
を
断
る
こ
と
な
ど
を
さ
し

ま
す
。

　

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
に

と
っ
て
の
社
会
に
あ
る
バ
リ
ア
に
つ
い
て
、
個
々

の
場
面
で
障
害
の
あ
る
人
か
ら
「
社
会
的
な
バ
リ

ア
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
思
が
示
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
実
施
に
と
も
な
う
負
担
が
過

重
で
な
い
範
囲
で
、
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に

必
要
か
つ
合
理
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
か
ら
、
お

店
の
陳
列
棚
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
商
品
を
見
せ

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
、
店
員
が
そ
れ
を
取
っ
て

渡
し
て
見
て
も
ら
う
と
か
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人

か
ら
、
書
類
の
文
字
が
読
め
な
い
の
で
読
ん
で
ほ

し
い
と
頼
ま
れ
て
役
所
の
職
員
が
声
に
出
し
て
読

む
こ
と
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

合
理
的
配
慮
は

障
害
の
な
い
人
の
た
め
に
も

　

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
当
初
は
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
義
務
は
行
政
機
関
だ
け
で
、
事
業
者
は

努
力
義
務
で
し
た
。
法
律
が
改
正
さ
れ
、
法
制
定

か
ら
12
年
経
っ
た
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
の
４

月
か
ら
事
業
者
も
よ
う
や
く
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
を
義
務
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、

事
業
者
の
人
た
ち
は
、
過
度
な
要
求
が
あ
っ
た
と

き
に
断
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
心
配

し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起

き
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

仕
事
柄
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
の
研

修
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
研
修
を
受
講

し
て
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
の
身
に
引
き
つ
け
て

感
じ
て
も
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
て
、
障

害
の
な
い
人
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
を
探
し
て
み

よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う

な
例
を
み
つ
け
ま
し
た
。

　

広
い
研
修
会
場
で
手
話
通
訳
が
講
師
の
話
を
手

話
で
伝
え
る
の
は
、
聞
こ
え
な
い
人
へ
の
合
理
的

配
慮
で
す
が
、
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
て

講
師
の
声
を
拡
声
し
て
会
場
全
体
に
聞
こ
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
は
、
聞
こ
え
る
人
へ
の
合
理
的

配
慮
で
す
。
目
が
見
え
な
い
人
は
、
夜
部
屋
が
暗

く
て
も
ふ
だ
ん
通
り
生
活
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
目
が
見
え
る
人
は
夜
部
屋
の
電
気
が
つ

い
て
い
な
い
と
暗
く
て
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
照
明

器
具
は
、
目
が
見
え
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
障
害
の
な
い
人
へ
の
合
理
的
配

慮
は
、
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
あ
た
り
前
に
な
っ
て

い
て
、
気
が
つ
か
な
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

研
修
で
こ
の
例
を
お
話
し
す
る
と
、
受
講
者
の

み
な
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
合
理
的
配

慮
の
必
要
性
を
理
解
さ
れ
、
そ
れ
が
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
・
な
し
を
超
え
て
あ
た

り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
合
理
的
配
慮
が
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

知的障害のある人の入所施設、障害児の通園施設、障害者グループホームの職員を経験した後、障害者相談支援事
業の相談員などを経て、厚生労働省障害福祉課虐待防止専門官として5年間勤務。日本社会事業大学専門職大学院
教授を経て定年退職後、現職。

障害のある人の地域生活支援について
エッセイ

日本社会事業大学社会事業研究所 客員教授　曽
そ

根
ね

直
なお

樹
き

第１回 「合理的配慮」はだれのため？
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編集委員が行く行く

Keyword：�医療職、作業療法、キャリア支援、�
就労移行、就労定着

（写真提供：株式会社リニエR）

筑波大学大学院 教授　八重田 淳
株式会社リニエR（東京都）、リニエワークステーション中野（東京都）

作業療法士による就労移行支援と 
職場定着支援

編集委員から
　障害者雇用には医療職のかかわりも大切であるが、どこで
どのように活躍できるかについては社会一般的に理解が進ん
でいない。リハビリテーション医療にかかわる医師、看護師、
保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の医療職は、
退院後の職業リハビリテーションの充実に欠かせないプロ
フェッショナルである。これらの専門職が有する医療的な専
門知識とスキルを障害者雇用と就労支援を包括する専門領域
である「職業リハビリテーション」に活用することによって、
包括的な視野が一気に広がる。
　この一つのモデルとして、今回取材させていただいた株式
会社リニエRは、訪問看護や介護予防、児童発達支援等の事
業のほかに、就労移行支援や就労定着支援といったサービス
も提供している。子どもから高齢者という幅広い層に対して
サービスを提供しているリニエR全体の取組みと、就労支援
にかかわる具体的な活動内容をご紹介させていただく。

株式会社リニエR
アール

〒101-0052　 東京都千代田区神
か ん

田
だ

小
お

川
が わ

町
ま ち

1-8-8 
VORT神田小川町 6F

TEL  03-5577-5915　FAX  03-5577-5916
https://linie-group.jp/about/company/linie_r/

リニエワークステーション中野
〒165-0027　 東京都中野区野

の

方
が た

４-19-１ 
グランデ634　2F・3F

TEL  03-5937-0483　FAX  03-5937-0484

取材先データ

八
や
重
え
田
だ
�淳
じゅん
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育
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
研
修
事
業
（
臨
床
塾
）
な

ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
多
角
的
な
事
業
を
支
え

る
た
め
の
社
員
４
５
５
人（
２
０
２
４〈
令
和
６
〉

年
８
月
現
在
）
の
お
も
な
医
療
関
連
職
種
に
は
、

看
護
師
・
助
産
師
（
１
１
４
人
）、
理
学
療
法

士
（
１
０
３
人
）、
作
業
療
法
士
（
１
０
０
人
）、

言
語
聴
覚
士
（
４１
人
）
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
育
士
、

児
童
指
導
員
、
介
護
士
、
管
理
栄
養
士
、
生
活

相
談
員
、職
業
指
導
員
、ド
ラ
イ
バ
ー
、事
務
員
、

営
業
職
が
い
る
。

　

全
国
8１
事
業
所
（
２
０
２
５
年
１
月
現
在
）

の
な
か
に
は
、
訪
問
看
護
事
業
所
（
１8
カ
所
）、

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

保
育
所
等
訪
問
支
援
（
８
カ
所
）、
就
労
移
行

支
援
・
自
立
訓
練
・
就
労
定
着
支
援
（
１
カ
所
）、

相
談
支
援
（
４
カ
所
）、
居
宅
介
護
支
援
（
１

カ
所
）
等
が
含
ま
れ
る
が
、
就
労
移
行
支
援
に

特
化
し
た
事
業
所
数
は
１
カ
所
（
リ
ニ
エ
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
野
）
と
少
な
く
、
今
後
の

増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

就
労
支
援
等
に
特
化
し
た
こ
の
事
業
所
は
、

（
1
）
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）、（
2
）
就
労

移
行
支
援
、（
3
）
就
労
定
着
支
援
の
３
本
柱

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
ず
自
立
し

た
地
域
生
活
を
送
る
た
め
の
、
生
活
能
力
の
維

３
．�

リ
ニ
エ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

中
野
の
取
組
み

に
は
切
れ
か
け
た
り
も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
は
、
も
つ
れ
た
糸
を
解
き
、
捻
れ
た
糸

を
直
し
、
そ
の
人
ら
し
い
生
を
全ま
っ
と

う
で
き
る
よ

う
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

リ
ニ
エ
グ
ル
ー
プ
は
、
医
学
・
看
護
・
心
理
・

福
祉
等
の
領
域
で
特
に
出
版
が
多
い
株
式
会
社

三み

輪わ

書
店
と
、
四
つ
の
株
式
会
社
（
リ
ニ
エ
Ｒ
、

リ
ニ
エ
Ｌエ
ル

、
リ
ニ
エA

ア
ー
ツ

rts

、
リ
ニ
エH

ハ
ー
ト

eart

）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
提
携
医
療
機
関

と
し
て
は
、医
療
法
人
社
団
雪せ
つ

嶺れ
い

会か
い

が
か
か
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に

障
害
の
有
無
の
垣
根
を
越
え
て
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
や
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め

の
啓
発
を
目
的
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぼ
こ
で

こ
」
も
設
立
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
な
か
か
ら
、

リ
ニ
エ
Ｒ
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
リ
ニ

エ
Ｒ
の
前
身
は
旧
・
株
式
会
社
東
京
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
Ｒ
に
は

Rehabilitation

へ
の
想
い
も
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

　　

リ
ニ
エ
の
事
業
内
容
に
は
、
訪
問
看
護
、
介

護
予
防
訪
問
看
護
、
児
童
発
達
支
援
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
、
障

害
児
相
談
支
援
、
就
労
移
行
支
援
、
自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）、
就
労
定
着
支
援
、
特
定
相
談
支

援
、
居
宅
介
護
支
援
、
通
所
介
護
、
保
険
外
教

２
．
リ
ニ
エ
の
事
業
に
つ
い
て

　　

リ
ニ
エ
（Linie

）
は
ド
イ
ツ
語
の
「
線
」（
英

語
のLine

）
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー

で
も
「
オ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
」
の
よ
う
に
「
戦
線
」

と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
。
リ
ニ
エ

グ
ル
ー
プ
は
、
人
生
の
始
点
か
ら
終
点
ま
で
を

路
線
の
よ
う
に
切
れ
目
な
く
（
シ
ー
ム
レ
ス
に
）

つ
な
ぐ
一
本
の
線
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

　

株
式
会
社
リ
ニ
エ
Ｒ
（
以
下
、「
リ
ニ
エ
Ｒ
」）

代
表
取
締
役
の
青あ
お

山や
ま

智さ
と
し

さ
ん
と
谷た

に

隆た
か

博ひ
ろ

さ
ん
は
、

「
人
生
と
い
う
一
本
の
線
は
決
し
て
真
っ
直
ぐ

に
は
い
か
ず
、
も
つ
れ
た
り
捻ね
じ

れ
た
り
、
と
き

１
．
は
じ
め
に

子どもから高齢者までの生涯発達支援1
医療職介入による効果2
自立訓練と就労移行支援3

POINT

株式会社リニエR代表取締役の谷隆博さん（左）、本誌の八重田淳編集委員（中）、 
同社取締役の竹中佐江子さん（右）（写真提供：株式会社リニエR）
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業
療
法
士
１
名
、
精
神
保
健
福
祉
士
１
名
）
で

あ
る
。
近
年
、
特
に
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
就

労
支
援
に
は
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
の
活
躍
が

顕
著
で
あ
り
、
Ｏ
Ｔ
３
名
を
擁
す
る
リ
ニ
エ
中

野
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
に
た
ず
ね
て

み
た
。

　

ま
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

月
曜
～
金
曜
日
の
通
所
時
間
帯
は
９
時
30
分
～

１5
時
30
分
で
あ
り
、
50
分
を
一
コ
マ
と
す
る
と
、

午
前
中
に
３
コ
マ
、
午
後
２
コ
マ
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
９
割
の
利
用
者
が
中
野

区
民
で
、
食
事
提
供
も
あ
る
。
就
労
移
行
支
援

に
つ
い
て
は
、
就
職
率
は
３
～
４
割
だ
が
、
１

年
間
の
職
場
定
着
率
は
92
％
と
の
こ
と
で
あ
る

（
２
０
２
３
年
４
月
～
２
０
２
４
年
３
月
）。
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
可
視
化
す
る
た
め
に
、

１
カ
月
単
位
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
、
事
前
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
い
る
か
を
利
用
者
に
周
知
し
て
い
る
。

リ
ニ
エ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
野
エ
リ
ア
長

補
佐
の
扇お
う
ぎ

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
は
作
業
療
法
士
・
公
認
心

理
師
で
あ
り
、
利
用
者
の
好
き
な
こ
と
や
得
意

な
こ
と
を
広
げ
る
た
め
の
「
作
業
療
法
的
」
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
案
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
と
い
う

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
た
取
組
み
で
は
、

ネ
ッ
ト
販
売
と
い
う
「
作
業
体
験
」
を
通
し
て
、

自
身
の
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
課
題
」
を
発
見

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

「
ス
ト
レ
ス
対
処
」、「
疾
患
や
障
害
へ
の
対
処
」、

「
家
族
・
保
護
者
支
援
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、「
自
己
理
解
」

を
促
進
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
自
己
理
解

と
は
、
自
分
自
身
そ
し
て
自
分
が
感
じ
て
い
る

障
害
と
い
う
も
の
を
で
き
る
だ
け
俯
瞰
的
に
み

る
「
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
職
場
で
う
ま
く
働

き
続
け
る
た
め
に
も
重
要
な「
ス
キ
ル
」で
あ
る
。

　

現
在
の
リ
ニ
エ
中
野
に
お
け
る
就
労
移
行
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
定
員
数
は
１４
名
で
、
自
立

訓
練
（
生
活
訓
練
）
が
６
名
、
就
労
定
着
支
援

が
20
名
で
あ
る
が
、
リ
ニ
エ
グ
ル
ー
プ
全
体
と

し
て
は
そ
の
事
業
所
数
は
ま
だ
少
な
く
、
今
後

は
就
労
移
行
支
援
や
就
労
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
拡
大
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
就
職
者
数
36
名
の
う
ち
、
高
次

脳
機
能
障
害
者
１0
名
の
な
か
に
は
、
身
体
障
害

や
精
神
障
害
を
と
も
な
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

は
、
常
勤
が
５
名
（
作
業
療
法
士
２
名
、
保
育

士
１
名
、
職
場
適
応
援
助
者
〈
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
〉

１
名
、無
資
格
が
１
名
）で
、非
常
勤
が
２
名（
作

持
・
向
上
の
た
め
の
訓
練
や
助
言
を
与
え
る

（
1
）
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
は
、
１8
歳
以

上
65
歳
未
満
の
働
き
た
い
気
持
ち
が
あ
る
人
で

自
力
で
通
え
る
人
を
通
所
資
格
と
し
て
お
り
、

利
用
期
間
は
原
則
２
年
で
あ
る
。

　

次
に
、
企
業
に
就
職
し
た
い
思
い
の
あ
る
障

害
の
あ
る
方
が
訓
練
を
行
う
（
2
）
就
労
移
行

支
援
で
は
、
①
初
期
評
価
・
職
業
適
性
評
価
・

高
次
脳
機
能
評
価
、
②
病
状
整
理
・
本
人
の
意

向
確
認
・
セ
ル
フ
ケ
ア
・
合
理
的
配
慮
の
確
認
、

③
就
職
活
動
・
履
歴
書
な
ど
の
作
成
と
い
っ
た

ス
テ
ッ
プ
を
ふ
み
、
就
職
支
援
か
ら
就
職
後
の

職
場
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
受
け
る
。

　

そ
し
て
、
利
用
者
が
雇
用
さ
れ
た
企
業
な
ど

に
お
け
る
就
労
継
続
を
図
る
た
め
に
、
企
業
・

事
業
所
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、

雇
用
に
と
も
な
い
生
じ
る
日
常
生
活
ま
た
は
社

会
生
活
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
相
談
・
指
導
・

助
言
を
、
就
労
後
半
年
～
３
年
間
で
提
供
す
る

（
3
）
就
労
定
着
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

リ
ニ
エ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
野
（
以
下
、

「
リ
ニ
エ
中
野
」）
で
は
、
利
用
者
の
個
別
性
を

重
視
し
、
生
活
訓
練
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
そ

の
方
ら
し
い
働
き
方
が
み
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
福
祉
的
就

労
も
含
め
た
自
分
に
適
し
た
職
場
に
就
職
し
、

幸
せ
に
働
き
続
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
日
常
生
活
を
安
定
的
に
過
ご
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
リ
ニ
エ
中
野
で
は 

リニエワークステーション中野 
作業療法士の扇浩幸さん 

（写真提供：株式会社リニエR）
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さ
ら
に
、
③
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
・
事
務
ス
キ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
業
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
、「
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
」、「
長

文
入
力
演
習
」、「
チ
ラ
シ
作
成
」、「
名
刺
デ
ー

タ
入
力
」、「
資
格
取
得
支
援
（
情
報
処
理
技
能

検
定
や
Ｍ
Ｏ
Ｓ
：
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
）」、「
ラ
ベ
ル
作
成
」、「
ラ

ミ
ネ
ー
ト
」、「
複
合
機
の
利
用
」、「
郵
便
物
の

仕
分
け
」
な
ど
に
必
要
と
な
る
作
業
が
作
業
療

法
士
と
し
て
の
視
点
を
加
え
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル（
セ
ル
フ
ケ
ア
含
む
）、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
社
会
生
活
技
能
訓
練
（
Ｓ

Ｓ
Ｔ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
た
対
人
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
自
発
的
訓
練
な

ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
み

る
た
め
の
場
と
し
て
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
機
会
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
１
カ
月
前
に
利
用
者
へ
の
希
望
調
査
を
行

い
、
発
表
を
し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
る
方
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
事

前
に
話
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
個
別
訓
練
の
時

間
な
ど
に
一
緒
に
資
料
を
つ
く
っ
て
、
人
前
で

発
表
す
る
練
習
を
し
ま
す
。
当
日
の
発
表
は
１5

～
20
分
く
ら
い
の
割
と
長
い
時
間
で
す
が
、
こ

の
発
表
に
よ
っ
て
随
分
と
自
信
が
つ
く
よ
う
で

す
」（
扇
さ
ん
）

実
施
し
て
い
る
。
利
用
者
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
出
品
作
業
を
通
し
て
、「
商
品
の
仕
分
け
」、「
梱

包
」、「
出
品
の
紹
介
文
章
作
成
や
写
真
撮
影
」、

「
パ
ソ
コ
ン
入
力
」
と
い
っ
た
実
務
的
な
作
業

体
験
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
品
物

が
売
れ
た
場
合
、
そ
の
７
割
は
出
品
者
に
、
２

割
は
ほ
か
の
利
用
者
に
分
配
、
１
割
は
手
数
料

と
い
う
形
で
、
作
業
成
果
を
共
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
は
、
他
者
と
か
か
わ
る
こ
と
で
「
障

害
の
自
己
理
解
」
を
深
め
る
た
め
に
、
段
階
づ

け
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
の
一
つ
の
「
茶
話
会
」
は
、
ゲ
ー
ム

形
式
で
雑
談
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
利
用

者
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い
る
。
職
場
で
も

こ
う
し
た
心
の
休
ま
る
ひ
と
と
き
は
大
切
で
あ

る
。
扇
さ
ん
は
「
こ
の
茶
話
会
で
の
雑
談
力
は
、

例
え
ば
、
職
場
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
」
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
毎
月
１
～
２
回
、

テ
ー
マ
を
決
め
た
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
の

「
雑
談
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
さ
ら
に
、
実
際
の
職

場
で
困
る
よ
う
な
場
面
を
あ
え
て
取
り
上
げ
て
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
対
応
す
る
か
、
と
い
っ
た

意
見
を
出
し
合
う
「
職
場
編
」
と
い
う
も
の
も

設
定
さ
れ
て
お
り
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
話
し
合
っ

た
こ
と
は
、
私
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
扇
さ
ん

は
話
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
自
体
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
み
る
た
め
の「
事
業
評
価
」

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
前
で
話
せ

る
力
は
、
就
職
活
動
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

職
場
で
の
同
僚
と
の
会
話
や
仕
事
の
成
果
報
告

な
ど
に
も
効
力
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。

　

利
用
者
の
得
意
分
野
を
活
か
し
た
実
践
と
し

て
お
も
し
ろ
い
の
は
、
同
じ
リ
ニ
エ
の
法
人
内

の
精
神
科
訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
る
双
極
性

障
害
の
当
事
者
が
リ
ニ
エ
中
野
で
、「
英
会
話
」

を
教
え
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

当
事
者
が
当
事
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

言
葉
が
出
に
く
い
失
語
症
の
方
か
ら「
英
語
だ
っ

た
ら
し
ゃ
べ
れ
る
」
と
い
う
「
能
力
」
を
引
き

出
し
、
こ
れ
を
活
用
す
る
視
点
は
セ
ラ
ピ
ス
ト

な
ら
で
は
か
も
し
れ
な
い
。
教
え
る
側
の
双
極

性
障
害
の
あ
る
当
事
者
に
と
っ
て
「
自
分
の
得

意
な
英
語
を
教
え
る
こ
と
で
こ
ん
な
自
分
で
も

役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
」
と
自
信
が
つ

く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
小
さ
な
英
会
話
ク

ラ
ス
」
を
受
け
る
ほ
か
の
利
用
者
に
と
っ
て
も

励
ま
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　　

求
職
支
援
は
、
図
１
（
2４
ペ
ー
ジ
）
に
示
す

よ
う
な
３
段
階
で
、
①
職
業
適
性
評
価
や
各
種

の
神
経
心
理
学
評
価
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
を

４
．�

求
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
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ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
歴
史
的
変
遷
を
み
る
と
、
援

助
つ
き
雇
用
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
重
度
障

害
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（
ア
メ
リ
カ
で
は

重
度
障
害
者
の
競
争
的
雇
用
に
重
点
を
置
い
て

い
る
）
に
対
す
る
定
着
支
援
を
徹
底
す
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
る
（
八
重
田
、
２
０
０
６
）。

ア
メ
リ
カ
で
援
助
つ
き
雇
用
が
法
制
度
化
さ
れ

る
20
年
以
上
前
に
、Rose

（
１
９
６
３
）
は
、

こ
の
就
労
定
着
を
厳
密
に
行
う
た
め
に
大
切
な

の
は
、
就
職
直
後
の
「
最
初
の
一
時
間
、
最
初

の
一
日
、
最
初
の
一
週
間
は
ス
タ
ッ
フ
（
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
あ
る
い
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
で
き
る
職
場
仲
間
）
の
誰
か
を
つ
け
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（Rose, 1963, p.１3 

; 

八
重
田
２
０
０
６
の
文
献 ; 

括
弧
内
は
八
重

田
に
よ
る
追
加
説
明
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
就
労
定
着
支
援
の
期
間
に
つ

い
て
は
事
業
主
に
と
っ
て
も
、支
援
者
側
に
と
っ

て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
扇
さ
ん
も
、「
最

初
の
半
年
は
就
労
移
行
支
援
の
枠
組
み
で
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
。
職
場
で
の
最
初

の
日
、
最
初
の
１
カ
月
と
い
う
の
は
と
て
も
重

要
な
時
期
で
あ
り
、
そ
こ
は
て
い
ね
い
に
支
援

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
「
も
ち
ろ
ん
面
接
の
時
点
か
ら

同
席
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り

早
い
段
階
で
企
業
訪
問
を
行
い
、
企
業
の
方
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
を
行
い
ま
す
」（
25
ペ
ー

ジ
図
２
．
定
着
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
参
照
）
と
の

が
っ
た
と
こ
ろ
、「
企
業
実
習
は
、
一
人
あ
た

り
最
低
２
回
（
軽
作
業
、
事
務
作
業
）
は
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
企
業
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
お
お
む
ね
３
～
５
日
程

度
が
多
い
印
象
で
す
。
時
間
は
、
丸
一
日
の
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
半
日
く
ら
い
の
こ
と
が
多

い
印
象
で
す
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
作
業
療
法
士
と
し
て
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

的
な
役
割
を
ど
う
果
た
す
か
に
つ
い
て
は
、「
実

習
中
に
作
業
療
法
士
と
し
て
事
前
に
客
観
的
に

み
た
そ
の
方
の
特
性
を
伝
え
た
り
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
的
な
介
入
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
の

こ
と
で
、
図
１
の
第
二
段
階
「
実
習
」
で
は
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
視
点
で
病
状
整
理
や
セ
ル
フ
ケ

ア
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　　

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
、
就
労
定
着

支
援
を
継
続
的
に
必
要
な
だ
け
提
供
す
る
こ
と

が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
徹
底
す
る
こ
と
で
職
場
に
う
ま
く
適
応
し
、

働
き
続
け
る
こ
と
で
生
活
の
質
が
向
上
し
、
本

人
も
健
康
で
幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
な
支
援
は
、

一
人
の
支
援
者
で
は
無
理
で
あ
る
。
利
用
者
は

次
々
に
増
え
て
く
る
わ
け
で
、
支
援
者
の
ケ
ー

ス
ロ
ー
ド
（
担
当
者
の
負
担
）
は
重
く
な
っ
て

く
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
支
援
者
数
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

５
．
就
労
定
着
支
援

用
い
て
、
基
礎
的
な
初
期
評
価
を
行
い
、
②
病

状
整
理
シ
ー
ト
、
就
労
希
望
整
理
シ
ー
ト
、
状

態
チ
ェ
ッ
ク
対
応
シ
ー
ト
、
障
害
特
性
・
配
慮

希
望
シ
ー
ト
な
ど
を
用
い
て「
実
習
」に
つ
な
げ
、

③
「
就
活
」
と
し
て
、
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書

に
自
身
の
特
性
や
対
処
、
会
社
に
求
め
る
配
慮

を
明
確
に
記
入
し
、
求
職
活
動
を
し
て
い
る
。

　

企
業
実
習
の
期
間
に
つ
い
て
扇
さ
ん
に
う
か

• ステップ制とアセスメント

→自身の状態の整理をすることで障害の言語化をサポート

１. 基礎
【初期評価】
・ 就労移行支援のための 

チェックリスト
【職業適性評価】
・GATB
【神経心理学評価】
　TMT、CAT、FAB

２. 実習
【病状整理】
・病状整理シート
【本人の意向確認】
・就労希望整理シート
【セルフケア・合理的配慮の確認】
・状態チェック対応シート

３. 就活
【就職活動】
・履歴書
・職務経歴書

障害特性・配慮希望シート 
（写真提供：リニエワークステーション中野）

出典：リニエワークステーション中野案内資料

図１�　求職支援の3段階

働く広場  2025.5 24



わ
せ
て
話
す
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
就
職

後
半
年
経
っ
た
ら
、
就
労
定
着
支
援
の
枠
組
み

に
変
更
を
行
い
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
ナ

チ
ュ
ラ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
移
行
し
て
い
け
る
よ
う
、

フ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
実
際
の
職
場
に
は
３
カ
月
に
１

回
の
訪
問
に
減
ら
し
、
必
要
に
応
じ
本
人
と
は

月
１
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
行
い
ま
す
。
１

回
に
か
け
る
時
間
は
30
～
60
分
程
度
で
す
」
と

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
継
続
支
援

（O
n-going Support

）
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
う
か

が
っ
た
と
こ
ろ
、「
課
題
と
し
て
は
、
就
労
移

行
支
援
と
就
労
定
着
支
援
を
一
貫
し
て
で
き
る

専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
教
育
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
時

間
が
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は
あ
ま
り
多
く
と
れ

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
就
労

支
援
に
関
す
る
専
門
職
自
身
が
就
職
す
る
前
の

段
階
で
、
大
学
な
ど
で
し
っ
か
り
と
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
知
識
と
技
術
を

習
得
す
る
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

　　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
現
在
の
職
場
適
応

援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
が
、
今
後
さ
ら
に

臨
床
心
理
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
有
し
、
ビ
ジ

６
．
ま
と
め

こ
と
で
、
就
労
定
着
支
援
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
企
業
支
援
を
同
時
に
行
う
と
い
う
基
本

的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　

続
け
て
扇
さ
ん
は
、
定
着
支
援
と
し
て
「
職

場
の
人
的
環
境
、
物
理
的
環
境
を
把
握
し
職
場

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、

本
人
の
障
害
特
性
に
つ
い
て
企
業
側
に
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
就
職
後
、

半
年
間
は
最
低
で
も
月
１
回
は
本
人
と
顔
を
合

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
企
業
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
知
識
と
行
動
力
を
持
つ
た
め
の

継
続
研
修
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
。
医
療
職
が
多
い
リ
ニ
エ
グ
ル
ー
プ
な

ら
で
は
の
「
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
」
の

構
築
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
に
な
う

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
一
人
と
し
て
、
障
害

者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

特
別
支
援
教
育
教
員
等
と
も
連
携
す
る
力
を
備

え
た
医
療
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
す
で
に
有

す
る
各
種
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
、
就
労
支
援
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
も
活
躍
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
や
大
学
院
と
い
っ

た
高
等
教
育
機
関
で
の
障
害
者
雇
用
、
就
労
移

行
・
就
労
定
着
に
か
か
わ
る
人
材
育
成
に
つ
い

て
は
長
い
あ
い
だ
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
１
日
も
早
く
国
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
加
え
て
、
今
回
の
よ
う

な
医
療
専
門
職
に
よ
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
関
与
と
連
携
の
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
、
リ
ニ
エ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取

組
み
に
つ
い
て
は
今
後
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

患者

従業員

両者の立場を理解するために、
両者の視点のポイントを踏まえ
本人のサポートをする

医師など医療関係者

障害のある人 企業担当者

支援者

病気の状態を安定させ
生活ができるようにする

人的資源として効率的に活用し、
利益に貢献できるようにする

図２�　定着支援のポイント
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省 庁

厚生労働省 職業安定局

令和７年度 予算の概要
（障害者雇用施策関係部分の抜粋版）

障
害
者
の
就
労
促
進�

【
１
６
５
億
円
（
１
６
３
億
円
）】

※（
　
）内
は
前
年
度
当
初
予
算
額

�

54
億
円
（
53
億
円
）

●�
「
障
害
者
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施
等
に
よ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
マ
ッ
チ
ン
グ

の
強
化

予
算
額
　
17
億
円
（
17
億
円
）

　

福
祉
施
設
等
の
利
用
者
を
は
じ
め
、
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
（
主
査
）
と
福
祉
施
設
の
職
員
、
そ
の
他
の

支
援
者
が
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
就
職
か
ら
職
場
定
着
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
実

施
（
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
）。

●�

障
害
者
雇
用
ゼ
ロ
企
業
等
に
対
す
る
「
企
業
向
け
チ
ー
ム
支
援
」
の
実
施
等

予
算
額
　
10
億
円
（
10
億
円
）

　

障
害
者
の
雇
用
経
験
や
雇
用
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
雇
用
ゼ
ロ
企
業
に

対
し
て
、�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
各
種
支
援
機
関
と
連
携
し
、
企
業

ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
企
業
内
の
体
制
整
備
、
求
人
条
件
の
設
定
、
求

職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
の
準
備
段
階
か
ら
採
用
後
の
定
着
支
援
ま
で
障

害
者
雇
用
を
一
貫
し
て
支
援
す
る
。

●�

精
神
障
害
者
等
の
就
職
及
び
雇
用
継
続
の
促
進
に
向
け
た
支
援�

�

（
精
神
・
発
達
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
タ
ー
）

予
算
額
　
19
億
円
（
19
億
円
）

　

き
め
細
や
か
な
支
援
を
要
す
る
精
神
障
害
及
び
発
達
障
害
の
あ
る
求
職
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な
就
職
支
援
や
職

場
定
着
支
援
、
及
び
事
業
主
に
対
す
る
精
神
障
害
者
等
の
雇
用
に
係
る
課
題
解

決
の
た
め
の
相
談
援
助
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
精
神
・
発
達
障
害
者
等
の
専
門
知
識
や
支
援
経
験
を
有
す

る
者
を
配
置
し
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
専
門
的
な
就
職
支
援
を
実
施
す
る
。

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
よ
り
発
表
さ
れ
た

「
令
和
７
年
度
予
算
の
概
要
」
に
つ
い
て
、

障
害
者
雇
用
施
策
関
係
部
分
の
抜
粋
版
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
に
よ
る
障
害
者
の
雇
入
れ
等
の
支
援

●�

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
就
労
支
援
の
強
化

予
算
額
　
３
・
４
億
円
（
３
・
３
億
円
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
し
、
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
個
々

の
難
病
患
者
の
希
望
や
特
性
、
配
慮
事
項
等
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
職
業
相

談
・
職
業
紹
介
及
び
定
着
支
援
等
総
合
的
な
支
援
を
実
施
。

●�

障
害
者
雇
用
相
談
援
助
事
業
の
適
正
な
実
施
等

予
算
額
　
３
・
０
億
円
（
３
・
０
億
円
）

　

今
後
、
法
定
雇
用
率
の
段
階
的
な
引
上
げ
と
除
外
率
の
引
下
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
中
で
、
企
業
に
対
す
る
支
援
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
特
に
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
有
し
な
い
中

小
企
業
等
を
中
心
に
、
雇
入
れ
か
ら
雇
用
管
理
、
職
場
定
着
ま
で
の
一
体
的
な

伴
走
型
支
援
を
実
施
し
、
着
実
な
雇
入
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
「
障
害
者
雇
用

相
談
援
助
助
成
金
」
が
創
設
さ
れ
た
。
本
助
成
金
を
活
用
し
た
障
害
者
雇
用
相

談
援
助
事
業
に
お
け
る
相
談
援
助
等
の
質
を
担
保
す
る
等
適
切
な
事
業
運
営
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
就
労
支
援
機
関
等
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
連

携
強
化
、
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、
企
業
に
お
け
る
一

般
就
労
の
実
現
を
推
進
す
る
。

●�

就
職
活
動
に
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
障
害
の
あ
る
学
生
等
へ
の
就
職
支
援

予
算
額
　
１
・
２
億
円
（
１
・
２
億
円
）

　

発
達
障
害
等
の
た
め
に
専
門
的
な
支
援
が
な
い
と
就
職
活
動
自
体
が
困
難
な

学
生
や
、
発
達
障
害
に
限
ら
ず
障
害
が
あ
り
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
就
職
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
学
生
等
へ
の
支
援
の
実
施
の
た
め
に
、
大
学
等
と
連
携
し

て
支
援
が
必
要
な
学
生
等
の
早
期
把
握
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
学
生
等
に
対

す
る
就
職
準
備
か
ら
就
職
・
職
場
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た
チ
ー
ム
支
援
を
行
う
。

●�

公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

予
算
額
　
93
百
万
円
（
93
百
万
円
）

　

公
務
部
門
に
お
い
て
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
基
本
方
針
等
に
基
づ
き
、

順
調
に
障
害
者
の
採
用
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
採
用
さ
れ
た
障
害
者

の
職
場
定
着
支
援
や
支
援
体
制
づ
く
り
を
重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の
取
組
を

行
う
。
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●�

障
害
者
に
対
す
る
差
別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
等
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
普
及
・
対
応

支
援
事
業

予
算
額
　
58
百
万
円
（
58
百
万
円
）

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
差
別
禁
止
及
び
合
理
的
配

慮
の
提
供
義
務
が
施
行
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
精
神
障
害
者
が
法
定
雇
用

率
の
算
定
基
礎
へ
追
加
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
障
害
者
が
能
力
を
十
分
に
活
か

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
の
場
の
創
出
、
障
害
者
の
職
場
定
着
へ

の
一
層
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
障
害
者
雇
用
に
係
る
事
業
主
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
合
理
的
配
慮
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
障
害
特
性
に

配
慮
し
た
雇
用
管
理
や
雇
用
形
態
の
見
直
し
等
の
先
進
的
な
取
組
を
普
及
す
る

事
業
を
実
施
す
る
。

●�

精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

予
算
額
　
８
百
万
円
（
８
百
万
円
）

　

職
場
に
お
け
る
精
神
・
発
達
障
害
者
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
に
よ
り
、
職

場
定
着
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
内
に
お
い
て
、
精
神
・
発
達
障
害
者
を
温
か

く
見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
と
な
る
「
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
、
精
神
・
発
達
障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促
進
す
る
。

●
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

予
算
額
　
47
百
万
円
（
43
百
万
円
）

　

障
害
者
の
多
様
な
働
き
方
の
推
進
や
、
通
勤
が
困
難
な
者
、
感
覚
過
敏
等
に

よ
り
通
常
の
職
場
で
の
勤
務
が
困
難
な
者
等
の
雇
用
機
会
の
確
保
の
た
め
、
障

害
者
雇
用
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
更
な
る
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、事
業
所
か
ら
遠
方
に
住
む
障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
雇

用
管
理
へ
の
不
安
か
ら
導
入
を
躊
躇
す
る
企
業
も
多
く
、ま
た
、実
際
に
新
た

に
障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た
企
業
に
お
い
て
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
雇
用
管
理
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

企
業
に
対
し
て
、
個
々
の
企
業
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー

ク
勤
務
の
導
入
に
向
け
た
相
談
支
援
や
、
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー

ク
時
の
雇
用
管
理
面
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
う
。

　

ま
た
、
企
業
に
障
害
者
雇
用
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
障
害
者
の
雇
用
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
事
例
の
周
知
を
図
る
。

●�

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金�

�

（
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
・
短
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
）

予
算
額
　
13
億
円
（
12
億
円
）

　

障
害
者
雇
用
の
取
組
が
遅
れ
て
い
る
事
業
所
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
経
験
が

乏
し
い
た
め
に
、
障
害
者
に
合
っ
た
職
域
開
発
、
雇
用
管
理
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
、
障
害
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
面
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
対
し
て
、
障
害
者
の
試
行
雇
用
を
通
じ
、
障

害
者
の
雇
用
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
業
務
遂
行
の

可
能
性
を
見
極
め
、
試
行
雇
用
終
了
後
に
常
用
雇
用
へ
の
移
行
を
進
め
、
就
業

機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

●�

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金�

�

（
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
患
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
）

予
算
額
　
６
・
１
億
円
（
５
・
８
億
円
）

　

発
達
障
害
者
は
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
場
合
が
多
く
、
就
職
・
職
場
定
着
に
は
困
難
が
伴
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
難
病
患
者
は
、
慢
性
疾
患
化
し
て
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
あ
る
が
、
実
際
の
就
労
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
制
限
・
困
難
に
直
面
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
発
達
障
害
者
及
び
難
病
患
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
者
を
新
た
に
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
す
る
助
成
を
行
う
。

�

85
億
円
（
85
億
円
）

●
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
業
支
援

予
算
額
　
85
億
円
（
85
億
円
）

　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、

障
害
者
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た
め
、
雇
用
、
保
健
、
福
祉
、
教

育
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
障
害
者
の
身
近
な
地
域
に
お
い
て
就
業
面

及
び
生
活
面
に
お
け
る
一
体
的
な
支
援
を
行
い
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
及
び

安
定
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
全
国
の
障
害
保
健
福
祉
圏
域
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
は
、

各
地
域
に
お
け
る
中
核
的
な
就
労
支
援
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

個
々
の
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
相
談
・
支
援
に
加
え
て
、
地
域
の
支
援
機

関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
就
業
支
援
の
促
進

働く広場  2025.5働く広場  2025.527 26



情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
分

野
で
強
み
を
も
つ
同
社

が
、
同
氏
を
は
じ
め
と
し

た
視
覚
障
害
や
発
達
障
害

の
あ
る
社
員
を
複
数
名
採

用
し
て
い
く
な
か
で
、
業
務
指
示
伝
達
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
配
慮
や
業
務
外
の
交
流
の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
辻
氏
か
ら
は
、
２
０
２
４
年
10
月
に
稼
働
を
始

め
た
同
社
が
、
障
害
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
定
着
さ
せ
る
た

め
に
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に
つ
い
て
、
テ
レ

ワ
ー
ク
中
の
孤
独
感
を
軽
減
す
る
た
め
、
つ
ね
に
チ
ー
ム

全
体
が
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
た
状
態
を
保
ち
、
会

話
中
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

や
、
従
業
員
の
不
調
の
早
期
発
見
と
対
応
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
に
24
名
を
採
用
し
退
職
は
４
名
に
と
ど
ま
り
、

平
均
勤
続
期
間
は
２
年
６
カ
月
に
達
し
、
転
職
者
か
ら
も

前
職
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
い
と
の
評
価
を
得

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
平
賀
氏
か
ら
は
、
出
社
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
社

員
に
対
し
「
定
着
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
行
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
支
援
、
社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
工
夫
・
情
報
共
有
の
方
法
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員

　

前
号
に
続
き
今
号
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
の
様
子
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

 

職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

　

近
年
、テ
レ
ワ
ー
ク
等
が
広
が
る
な
ど
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
他
方
、

情
報
共
有
に
つ
い
て
障
害
に
起
因
す
る
課
題
を
抱
え
る
障

害
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
Ｊ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
上
席
研
究
員
の
伊い

藤と
う

丈た
け

人ひ
と

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
株
式
会
社
ラ
ッ
ク

で
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
統

括
部
開
発
部
第
三
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務

め
る
外そ

と

谷や

渉し
ょ
う

氏
、
阪
和
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会

社
業
務
開
拓
推
進
部
長
の
辻つ

じ

敏と
し

彦ひ
こ

氏
、み
ず
ほ
ビ
ジ
ネ
ス
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社
企
画
部
職
場
定
着
支
援
チ
ー
ム

定
着
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
平ひ

ら

賀が

正ま
さ

樹き

氏
、
学
校
法

人
大
阪
滋
慶
学
園
滋
慶
医
療
科
学
大
学
大
学
院
教
授
の
岡お

か

耕こ
う

平へ
い

氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
あ
ら
た
め
て
障
害
者
が
、

職
場
に
お
け
る
情
報
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

課
題
に
直
面
し
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
、
職
場
に
お
い
て
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
取
組
み

や
工
夫
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
伊
藤
氏
か
ら
、
本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
設

定
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
職
場
で
共
有
さ
れ
る
情
報
に
は

業
務
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
だ
け
で
な
く
日
常
的

な
会
話
や
偶
発
的
な
情
報
の
や
り
と
り
と
い
っ
た
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
情
報
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
参
加
で
き
な

い
こ
と
に
よ
り
障
害
者
が
疎
外
感
を
抱
く
ケ
ー
ス
も
存
在

す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
２
０
２

３（
令
和
５
）年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
に
行
わ
れ
た
、「
職

場
に
お
け
る
情
報
共
有
の
課
題
に
関
す
る
研
究
」（
障
害

者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
し
て
企
業
側
と
障
害
者
側
に
認
識
の
ず
れ
が
あ
る
こ

と
、
こ
の
「
ず
れ
」
は
企
業
側
の
不
満
よ
り
も
障
害
者
本

人
が
よ
り
強
い
困
難
を
感
じ
る
場
合
が
あ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
務
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
、
情

報
伝
達
課
題
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
も
各
企
業
は
、
障
害
者
が
職
場
で
円
滑
に
情
報
交
換

で
き
る
よ
う
、
配
慮
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
改
善
策
を
実
施

し
て
い
る
と
指
摘
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
実

際
の
企
業
事
例
を
も
と
に
、
障
害
者
が
直
面
す
る
情
報
伝

達
の
課
題
と
、
出
勤
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
く
環
境
に
合

わ
せ
た
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
直
す
機
会
と
し
た
い
と
の
目
的
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
事
例

や
研
究
成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
外
谷
氏
か
ら
は

第
32
回 

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究・
実
践
発
表
会 

Part
2

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
」

Ⅱ
「
障
害
者
就
労
支
援
を
支
え
る
専
門
人
材
を
育
て
る�

�
�

〜
福
祉
と
雇
用
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向
け
て
〜
」

平賀正樹氏

外谷渉氏

辻敏彦氏

伊藤丈人氏

岡耕平氏

（注）コーディネーターおよびパネリストの方々の所属先・役職は開催日時点のものです
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障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
副
統
括
研
究
員
の
春は

る

名な

由ゆ

一い
ち

郎ろ
う

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、障
害
者
職
業
総
合
セ
ン

タ
ー
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
次
長
の
市い

ち

川か
わ

浩ひ
ろ

樹き

氏
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人W

EL’S

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ーW

EL’S T
O

K
Y

O

セ
ン
タ
ー
長
兼
主
任
職
場
定

着
支
援
担
当
の
堀ほ

り

江え

美み

里さ
と

氏
、
第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

株
式
会
社
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
部
課
長
の
齊さ

い

藤と
う

朋と
も

実み

氏
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
理
事
の
藤ふ

じ

尾お

健け
ん

二じ

氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、
就

職
前
の
支
援
と
就
職
後
の
支
援
、障
害
者
支
援
と
事
業
主

支
援
、医
療
や
福
祉
と
雇
用
支
援
と
い
っ
た
具
体
的
な
局

面
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
現
で
き
る
専
門
人

材
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
春
名
氏
か
ら
、
こ
こ
数
年
急
速
に
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
先
端
的
な
障
害
者
就
労
人
材
育
成
の
取
組

み
を
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
は
地
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、参
加
者
に
も
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
念
頭
に
障

害
者
就
労
支
援
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

次
に
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
話
題
の
提
供
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
川
氏
か
ら
は
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
が
２
０
２
５
年
度
か
ら
実

施
を
予
定
し
て
い
る
「
雇
用
と
福
祉
の
分
野
横
断
的
な
基

礎
的
知
識
・
ス
キ
ル
を
付
与
す
る
研
修
（
基
礎
的
研
修
）」

は
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
等
の
分
野
に
て
、
就
労
支
援
を

担
当
す
る
初
学
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
雇
用
と
福
祉
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と

と
な
る
研
修
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

堀
江
氏
か
ら
は
、東
京
都
の
大
規
模
な
労
働
市
場
で
障

害
者
人
口
を
抱
え
る
と
い
う
地
域
の
な
か
に
配
置
さ
れ
た

地
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、そ
の

専
門
性
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
場
面
に
お
い
て
多
様
な

職
種
と
連
携
で
き
る
ス
キ
ル
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
指

摘
。
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
外
部
の
ス
ー
パ
ー

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
職
場
で
使
う

専
門
用
語
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
話
や
指
文
字
を
活
用
し

て
対
応
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
聴

覚
障
害
の
あ
る
社
員
の
た
め
に
行
っ
て
い
た
工
夫
が
発
達

障
害
の
あ
る
社
員
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、

障
害
特
性
に
か
か
わ
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
工
夫
・
情
報
共
有
の
取
組
み
を
社
内
共
有
す
る
こ
と
で
、

職
場
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る
と
と

も
に
円
滑
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
岡
氏
か
ら
チ
ャ
ッ
ト
や
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
等

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
変
化
と
多
様
化

が
進
む
現
代
の
職
場
で
、
こ
う
し
た
変
化
が
障
害
者
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
自
身
の
研
究

結
果
な
ど
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
除
外
さ
れ
が
ち
な
知
的
・

発
達
障
害
者
を
支
援
す
る
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て

「
共
有
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
」
と
「
ト
ラ
ン
ザ
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
モ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
氏
か
ら
各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
質
問
が
あ
り
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
社
員
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い
、

質
問
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
や
工
夫
に
つ
い
て
」
な
ど

に
関
す
る
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

 

障
害
者
就
労
支
援
を
支
え
る
専
門
人
材
を
育
て
る 

〜
福
祉
と
雇
用
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向
け
て
〜

　

近
年
の
障
害
者
の
就
労
可
能
性
の
急
速
な
拡
大
を
ふ
ま

え
、福
祉
分
野
の
就
労
支
援
と
雇
用
分
野
の
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向
け
、
多
様
な

障
害
種
類
・
程
度
の
障
害
者
と
企
業
の
双
方
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
多
分
野
連
携
の
促
進
を
含
め
て
効
果
的
に
対
応
で

き
る
専
門
人
材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
、こ
う
し
た
障
害
者
就

労
支
援
の
共
通
基
盤
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
個
別
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
施
す

る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、包
括
的
な
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
体

制
の
構
築
に
力
を
注
い
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

齊
藤
氏
か
ら
は
、企
業
内
で
働
く
就
労
支
援
人
材
育
成

の
役
割
に
つ
い
て
、①
目
的
＝「
安
心
し
て
働
く
」「
活
躍
で

き
る
」を
共
有
す
る
、
②
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
す
り
合
わ

せ
る
、③
関
係
性
の
構
築
が
大
切
、と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が

示
さ
れ
、
福
祉
分
野
で
つ
ち
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
い
く
の
が
企
業
内
で
働
く

就
労
支
援
人
材
の
役
割
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
尾
氏
か
ら
は
、「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
」
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
同
氏
は
機

能
強
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
地
域
の
支
援
資
源
等
を
知
り
、
適

切
に
リ
フ
ァ
ー
す
る
連
携
拠
点
「
総
合
調
整
機
能
」、「
地

域
に
お
け
る
最
後
の
砦
」
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
、
困

難
事
例
等
へ
の
対
応
と
い
う
「
本
来
あ
る
べ
き
機
能
を
果

た
す
こ
と
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
で
は「
福
祉
と
雇
用
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向

け
た
、専
門
人
材
育
成
の
課
題
」と
題
し
て「
就
職
前
の
支

援
vs
就
職
後
の
支
援
」、「
障
害
者
支
援
vs
事
業
主
支
援
」、

「
医
療
・
生
活
支
援
vs
就

労
支
援
」
の
三
つ
を
テ
ー

マ
に
、切
れ
目
の
な
い
人

材
育
成
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

齊藤朋実氏

市川浩樹氏

堀江美里氏

春名由一郎氏

藤尾健二氏

★�右記ホームページにて、パネルディスカッションの動画や発表資料等をご覧いただけます。
https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/32kaisai.html

◇お問合せ先　研究企画部�企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）
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地
方
の
動
き

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
消
防
車
」
導
入

福島

　

郡こ
お
り

山や
ま

地
方
広
域
消
防
組
合
（
郡
山
市
）
が
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
の
新
型
警
告
灯
を
搭
載
し
た
車
両
を
導
入

し
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
11
月
15
日
～
26
日
に

開
催
予
定
の
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
が
福
島
県
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
見

す
え
た
対
応
と
し
て
い
る
。
新
型
警
告
灯
は
各
地
で
パ

ト
カ
ー
へ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
消
防
機
関
で
は

全
国
初
と
い
う
。

　

新
型
警
告
灯
は
「
緊
急
走
行
中
」
は
０
・
５
秒
間
隔

で
チ
カ
チ
カ
と
緊
張
感
の
あ
る
発
光
で
、「
一
般
走
行
中
」

は
２
秒
間
隔
で
ぼ
ん
や
り
と
穏
や
か
な
発
光
と
な
る
。

光
り
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
緊
急
走
行
時
に
道
を
譲
る

な
ど
の
判
断
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
ね
ら
い
。
火
災
や
災

害
現
場
の
ほ
か
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
使
用
し
、
今
後
も

導
入
可
能
な
車
両
に
つ
い
て
順
次
入
れ
替
え
る
方
針
と

し
て
い
る
。

生
活
情
報

「
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
設
立

東京

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
か
ら
視
覚
障
害
の
あ
る
人

向
け
の
週
刊
点
字
紙
「
点
字
毎
日
」
を
発
行
し
て
き
た

毎
日
新
聞
社
（
千
代
田
区
）
が
、
21
の
企
業
・
団
体
な

ど
と
と
も
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
に
向
け
た
非
営

利
の
共
同
事
業
体
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

を
設
立
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
視
覚
障
害
の
あ
る
人
と
向
き
合
っ
て
き
た

企
業
・
学
校
法
人
や
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
、
研
究
者
ら
と
、

貴
重
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
社
会
に
Ｄ
Ｅ
Ｉ

（D
iversity

、Equity

、Inclusion

）
推
進
を
う
な
が

す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
ざ
す
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
「
見
え
な
い
」、

「
見
え
づ
ら
い
」
世
界
を
体
験
す
る
場
や
、
晴
眼
者
と

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
丸
の
内supported 

by 

三
菱
地
所
」（
以
下
、「
Ｄ
Ｉ
Ｃ
丸
の
内
」）
を
開
設

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
業
務
に
特
化
し
た
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
は
、
23
区
で
初
と
し
て
い
る
。
両
社
は
今
後
、

協
働
し
て
障
害
者
就
労
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、
今
後

５
年
間
で
全
国
に
Ｄ
Ｉ
Ｃ
を
20
セ
ン
タ
ー
開
設
し
、
約

千
人
規
模
の
雇
用
を
目
ざ
す
と
い
う
。

　

企
業
か
ら
ニ
ー
ズ
の
あ
る
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

要
す
る
デ
ジ
タ
ル
業
務
を
Ｄ
Ｉ
Ｃ
丸
の
内
が
受
託
し
、

Ｄ
Ｉ
Ｃ
丸
の
内
と
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
障
害
者
が
デ
ー

タ
入
力
、
サ
イ
ト
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
更
新
、
書
類

の
デ
ー
タ
化
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
校
正
作
業
、
Ａ
Ｉ
関

連
業
務
（
Ａ
Ｉ
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
を
行
う
。
就

労
困
難
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
実
務
経
験

提
供
も
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
就
労
支
援

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
出
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
定

員
20
名
、
今
後
40
名
ま
で
増
員
予
定
で
、
原
則
18
歳
～

65
歳
未
満
ま
で
の
障
害
の
あ
る
人
や
難
病
の
人
が
利
用

対
象
。
営
業
時
間
９
時
～
18
時
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

10
時
～
15
時
）。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
で
。

メ
ー
ル
：m

arunouchi-dic@
valt-japan.com

「
お
お
い
た
ダ
イ
ヤ
事
業
協
同
組
合
」
設
立

大分

　

障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
大
分
県
内
の
中

小
企
業
な
ど
が
連
携
し
た
「
お
お
い
た
ダ
イ
ヤ
事
業
協

同
組
合
」（
別
府
市
）
が
設
立
さ
れ
、
３
月
か
ら
事
業

を
開
始
し
た
。

　

県
内
の
中
小
企
業
が
出
資
し
て
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
同
組
合
は
、
障
害
の
あ
る
人
を

雇
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
業
務
な
ど
の
仕
事
を
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
仕
組
み
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
大
阪
府
）

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
。
各
企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
法
定
雇
用
率
に
つ
い
て
、
組
合
で
合
算
で
き
る

「
事
業
協
同
組
合
等
算
定
特
例
制
度
」
を
九
州
で
初
め

て
利
用
す
る
と
し
て
い
る
。
３
月
か
ら
精
神
障
害
者
を

中
心
に
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
系
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

視
覚
障
害
者
が
楽
し
く
交
じ
り
合
え
る
場
の
提
供
を
活

動
の
柱
に
す
る
。
点
字
体
験
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

ア
イ
マ
ス
ク
で
白
杖
を
用
い
て
宝
探
し
を
す
る
歩
行
体

験
や
、
視
覚
に
頼
ら
な
い
ゲ
ー
ム
体
験
な
ど
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
数
多
く
用
意
し
、
学
校
現
場
へ
の
出
前
授
業
や
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
く
予
定
。

https://w
w

w
.m

ainichi.co.jp/vision-cons/

電
車
の
乗
降
介
助
依
頼
を
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
で

大阪

　

阪
急
電
鉄
（
大
阪
市
）
は
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
や
視

覚
障
害
の
あ
る
乗
客
に
向
け
て
、
電
車
の
乗
降
介
助
を

Ｗ
ｅ
ｂ
で
予
約
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
２
０
２
５
（
令
和

７
）
年
春
か
ら
開
始
す
る
。
こ
れ
ま
で
介
助
等
を
希
望

す
る
場
合
は
、
駅
係
員
に
直
接
申
し
出
る
か
、
交
通
ご

案
内
セ
ン
タ
ー
の
営
業
時
間
内
に
電
話
で
依
頼
し
て
い

た
が
、
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
で
事
前
の
介
助
依

頼
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　

電
車
の
乗
降
介
助
依
頼
が
年
間
25
万
件
ほ
ど
に
の
ぼ

る
と
い
う
阪
急
電
鉄
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
向

け
て
英
国
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業T

ト
ラ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト

ransreport 
L

リ
ミ
テ
ッ
ド

im
ited

社
が
提
供
す
る
介
助
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
駅
係
員
専
用
の
ア
プ
リ
を
使
い

介
助
管
理
の
Ｉ
Ｔ
化
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
は
介
助
予

約
シ
ス
テ
ム
と
係
員
専
用
の
ア
プ
リ
を
連
携
さ
せ
、
駅

係
員
の
派
遣
や
介
助
対
応
の
準
備
等
を
よ
り
円
滑
に
行

え
る
と
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
阪
急
電
鉄
交
通
ご
案
内
セ
ン
タ
ー
へ
。

電
話
：
０
５
７
０

－

０
８
９

－

５
０
０
、
０
６

－

６
１

３
３

－

３
４
７
３
（
平
日
９
時
～
22
時
、
土
日
祝
日
９

時
～
19
時
）。

働
く丸

の
内
に
デ
ジ
タ
ル
業
務
の
Ａ
型
事
業
所
を
開
設

東京

　

三
菱
地
所
株
式
会
社
（
千
代
田
区
）
とV

ヴ
ァ
ル
ト

A
LT

 
J

ジ

ャ

パ

ン

A
PA

N

株
式
会
社
（
同
）
が
、
千
代
田
区
の
新
大
手

町
ビ
ル
に
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
「
デ
ジ
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
45
回

※�

今
号
の
「
編
集
委
員
が
行

く
」（
20
～
25
ペ
ー
ジ
）は
八
重

田
委
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。�

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

本
紹
介

『
事
例
で
学
ぶ
！
発
達
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
進
路
指
導
ガ
イ
ド

 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
分
か
る
指
導
・
支
援
』

　

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
が
編
集
し
た
『
事
例
で
学
ぶ
！
発
達

障
害
の
あ
る
高
校
生
の
進
路
指
導
ガ
イ
ド 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
分
か
る
指
導
・
支
援
』（
明

治
図
書
出
版
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　

99
％
近
い
生
徒
が
高
等
学
校
へ
進
学
を
す
る
状
況
の
な
か
、障
害
の
あ
る
生
徒
も
ほ
と
ん

ど
が
進
学
を
し
て
い
る
が
、
発
達
障
害
の
あ
る
生
徒
へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
同
研
究
所
が
、
進
路
先
の
大
学
や
企
業
で
よ
く
み
ら
れ
る
適
応
困
難
の
状

態
、
特
別
支
援
学
校
や
関
係
機
関
に
よ
る
高
等
学
校
へ
の
可
能
な
支
援
内
容
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
知
見
を
学
校
現
場
で
活
用
し
や
す
い
よ
う
ま
と
め
た
。

　

本
書
で
は
、
発
達
障
害
等
の
あ
る
生
徒
の
進
路
指
導
に
関
す
る
現
状
と
課
題
か
ら
、
進

路
指
導
の
充
実
に
向
け
て
「
組
織
的
対
応
」、「
自
己
理
解
を
促
す
指
導
・
支
援
」、「
自
立

と
社
会
参
加
へ
の
力
を
育
む
指
導
・
支
援
」、「
進
路
先
決
定
を
支
え
る
指
導
・
支
援
」、「
連

携
に
よ
る
支
援
」
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例
と
と
も
に
解
説
。
生
徒
６
人
の
進

路
指
導
の
取
組
み
事
例
も
紹
介
し
て
い
る
。
Ａ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
、 

１
６
５
０
円
（
税

込
）。

　

な
ぜ
働
く
の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
お
金
の

た
め
、
生
活
の
た
め
、
国
民
と
し
て
の
義
務
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
答
え

が
返
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
な
か
に
は
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
の
先
に
あ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
と
い
う
未
来

に
向
け
た
回
答
も
あ
っ
た
。

　

自
分
が
大
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
同
じ
質
問
を
さ
れ
て
い
た
ら
、
な
ん

と
答
え
た
だ
ろ
う
。「
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
。
そ
の
何
か
が
ま
だ
見
つ

か
ら
な
い
け
ど
」
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
み

な
さ
ん
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

あ
な
た
は
な
ぜ
働
く
の
で
す
か
？
誰
の
た
め
に
？
何
の
た
め
に
？

　
「
そ
の
質
問
自
体
が
愚
問
だ
、
働
き
た
い
け
ど
働
け
な
い
ん
だ
よ
。
働

く
チ
ャ
ン
ス
も
な
い
し
。
そ
ん
な
な
か
で
、
食
べ
る
た
め
、
家
族
を
養

う
た
め
、生
き
る
た
め
に
は
働
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
？ 

労
働
は
手
段
で
あ
っ

て
、
目
的
じ
ゃ
な
い
。」
そ
ん
な
声
も
頭
の
中
で
聴
こ
え
て
く
る
。

　

ど
う
せ
働
く
な
ら
、
楽
し
く
、
愉
快
に
、
健
康
に
、
幸
せ
に
笑
い
な

が
ら
、
長
時
間
で
は
な
く
、
サ
ラ
ッ
と
気
分
よ
く
働
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
た
く
さ
ん
お
金
を
貰
え
た
り
、
褒
め
ら
れ
た
り
、
自

由
な
時
間
を
獲
得
で
き
た
ら
い
う
こ
と
な
し
だ
。「
よ
し
、
も
っ
と
が
ん

ば
ろ
う
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

好
き
な
仕
事
を
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
自
由
に
進
め
て
い
け
た
ら
人
は
ど

れ
ほ
ど
幸
せ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。「
な
ぜ
働
く
の
か
」
と
い
う
設
問
に

対
す
る
自
分
ら
し
い
答
え
を
探
し
な
が
ら
、
今
日
も
生
き
て
い
る
。

な
ぜ
働
く
の
か

筑
波
大
学
大
学
院 

教
授
　
八
重
田
淳

児童・生徒をはじめ社会人・一般の方も
ご応募いただけます。

絵画コンテストの応募は障害のある方が対象です。
写真コンテストの応募は障害の有無を問いません。
多くのみなさまからのご応募をお待ちしています。

令和７年度

シンボルキャラクター
“ピクチャノサウルス”

応募締切

令和7年６月16日（月）
【当日消印有効】

「絵画コンテスト 
 働くすがた～今そして未来～」
「写真コンテスト 
 職場で輝く障害者～今その瞬間～」

あなたの力作が
ポスターになる！

作品大募集！

主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）

検索JEED 絵画写真
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

＜過去のポスターや入賞作品などもご覧いただけます＞

働く広場  2025.531



公式X（旧Twitter）
はこちら！
最新号発行のお知らせ
やコーナー紹介などを
お届けします。 ＠JEED_hiroba

編 集 委 員
（五十音順）

令和７年４月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社FVP 代表取締役

トヨタループス株式会社 取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

弘前大学教職大学院 教授 

武庫川女子大学 准教授

サントリービバレッジソリューション株式会社 人事本部 副部長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 教授

国際医療福祉大学 准教授

大塚由紀子 

大  野  聡  士 

金塚たかし 

菊  地  一  文 

増 田 和 高 

平  岡  典  子 

松  爲  信  雄 

三  鴨  岐  子 

八 重 田   淳 

若   林 　 功

次
号
予
告

あなたの原稿をお待ちしています
■  声—障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
	 発行人ーー企画部長　鈴井秀彦
 編集人ーー企画部次長　綱川香代子
〒261−8558  千葉県千葉市美浜区若葉３−１−２　
 電話  043−213−6200（企画部情報公開広報課）
 ホームページ　　https://www.jeed.go.jp
 メールアドレス  hiroba@jeed.go.jp
●編集委託ー株式会社労働調査会
〒170−0004  東京都豊島区北大塚２−４−５
 電話  03−3915−6415　　FAX  03−3915−9041

５月号

●
私
の
ひ
と
こ
と

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
言
語
障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
の
会 

和
音
」
理
事
の
清
水
美
緒
子
さ
ん
に
、

「
失
語
症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
」に
よ
る
障
害
者
へ
の
援
助
や
、

言
語
に
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

粉
末
ス
ー
プ
、
乾
燥
具
材
等
の
充
填
包
装
お
よ
び
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
の
委
託
製
造
を
行
う
、
株
式
会
社
松
本
パ
ッ

ク
（
群
馬
県
）
を
取
材
。
多
く
の
知
的
障
害
の
あ
る
社

員
が
働
き
、
会
社
の
戦
力
と
し
て
健
常
者
と
一
緒
に
生

産
ラ
イ
ン
で
活
躍
し
て
い
る
職
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

バ
ネ
や
金
具
と
い
っ
た
金
属
製
品
の
製
造
業
を
営
む

天
伸
株
式
会
社
（
千
葉
県
）
を
訪
問
。
障
害
の
あ
る
社

員
が
も
の
づ
く
り
の
最
前
線
で
、
組
み
立
て
作
業
、
プ

レ
ス
作
業
な
ど
を
行
う
働
き
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

若
林
功
編
集
委
員
が
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
笑
い
太
鼓
、
西
濃
運
輸
株
式
会
社
大
曽
根

支
店
（
愛
知
県
）
を
訪
問
。
高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る

人
へ
の
雇
用
支
援
の
実
際
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　2025 年５月号は、大型連休の関係か
ら、冊子の到着が通常よりも数日遅れる
ことが見込まれます。ご不便をおかけし
ますが、ご理解のほどよろしくお願いい
たします。ご不明の点は編集部（企画部
情報公開広報課、電話：０４３－２１３
－６２００）までおたずねください。

『働く広場』読者のみなさまへ

国立職業リハビリテーションセンター
国立吉備高原職業リハビリテーションセンター オープンキャンパスのご案内
訓練内容の説明、施設見学、職業訓練体験などを行うオープンキャンパスを、下記日程で開催します。
訓練に通うイメージをつくる絶好の機会ですので、ぜひご参加ください！！

〒 359-0042 埼玉県所沢市並木4-2  
TEL：04-2995-1201

国立職業リハビリテーションセンター
職業指導部　職業評価課

〒 716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7520  
TEL：0866-56-9003

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター 　
職業訓練部

【開催日程】

お問合せ先 

● 国立職業リハビリテーションセンター  
（開催時間：13時 15分～ 16時 40分）

令和 7年 	 4 月 25日（金）、	 5 月 14日（水）、	 6月18日（水）、
	 7 月 16日（水）、	 8 月	 8 日（金）、	 9月24日（水）、
10月 22日（水）、11月 19日（水）、12月 17日（水）

令和 8年 	 1 月 28日（水）、	 2 月 25日（水）、	 3 月 18日（水）

● 国立吉備高原職業リハビリテーションセンター 
（開催時間：午前の部	10 時 00分～、午後の部	13 時 00分～）

令和 7年 7月 20日（日）

※詳細につきましては、各リハビリテーションセンターのホームページまたは下記お問合せ先までご連絡ください。

訓練生
募集中！

掲示板

読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン回答はこちらから→ 検索

働く広場  2025.5 32



職リハ発表会 検索

第33回（令和7年度）
職業リハビリテーション研究・実践発表会

　当機構（JEED）では「職業リハビリテーション研究・実践発表会」を毎年開催しており、本年度は11月12日
(水)・13日(木)に開催します。つきましては、障害者雇用に関する調査研究の成果、障害者の就労支援に関する 
実践事例、企業における雇用事例等について発表いただける方を広く募集します。
　発表を希望される方は、「第33回職業リハビリテーション研究・実践発表会 発表者募集要項」をご確認いただき、

「第33回職業リハビリテーション研究・実践発表会 発表申込書」よりご応募ください。

発表者募集中発表者募集中

事 務 局 独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構　障害者職業総合センター 研究企画部 企画調整室
TEL：043-297-9067　E-mail：vrsr@jeed.go.jp　

https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/vrhappyou-index.html

募集要項、申込書の
ダウンロードはこちらから ▶

2025（令和7）年 11月13日（木）発 表 日

東京ビッグサイト 会議棟会 　 場

申込書に入力のうえ、E-mailまたは郵送でお申込みください。
ホームページから「第33回職業リハビリテーション研究・実践発表会 発表申込書」をダウンロードし、
所定事項を入力の上、E-mailでお申し込みください。E-mailでのお申し込みがむずかしい場合にかぎ
り、郵送でもお申し込みいただけます。

申込方法

● 口頭発表（第1部 9時30分～11時20分／第2部 13時00分～14時50分）※

テーマごとに分科会を設定し、研究成果や実践報告等についてスクール形式で発表
を行います（発表時間は1題15分間、質疑応答・意見交換は5分間です）。
※発表時間帯の希望は受けつけません。

● ポスター発表（11時30分～12時30分）
図表や写真中心のポスターを展示し、発表者と参加者が直接意見交換を行います。

発表形式

2025年6月13日（金）15時（郵送は6月12日（木）必着）
 申込期限前であっても、定員になり次第申込みを締め切ります。

申込期限



５
月
号　
令
和
7
年
４
月
25
日
発
行　
通
巻
571
号
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

▼アビリンピックHP

＜アビリンピックに関するお問合せ先＞
（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
障害者雇用開発推進部 雇用推進課
TEL：043-297-9516

＜ お知らせ ＞

●全国アビリンピック

地方アビリンピックHP▼

地方アビリンピック 検索

みなさまのご来場を
　　お待ちしています！
みなさまのご来場を
　　お待ちしています！

●地方アビリンピック
各都道府県で開催される「地方アビリンピック」についての
詳細（開催日程、会場等）はこちら▶

第45回全国アビリンピックは、令和7年10月17日（金）から10月19日（日）に愛知県国際展示場
（愛知県常滑市）で開催します！
本大会は、第11回国際アビリンピック（フィンランド大会）への派遣選手選考会を兼ねて行います。

●国際アビリンピック
おおむね4年に1回開催されます。次回、第11回大会は2027年5月にフィンランド・ヘルシンキで開催！

マスコットキャラクター

障害のある方々が日ごろ職場などで培った技能を競う
大会です。障害のある方々の職業能力の向上を図ると
ともに、企業や社会一般の人々に障害のある方々に対
する理解と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図
ることを目的として開催しています。
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